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空
海
漢
詩
文
研
究　
「
十
喩
詩
」
の
訓
み
を
通
し
て
の
語
句
の
検
討
及
び
跋
文
の
章
句
の
検
討

中
谷　

征
充

　
　
　
は
じ
め
に

　
「
十
喩
詩
」
は
仏
教
思
想
を
十
首
の
詩
に
し
て
、
東
国
の
廣
智
禪
師
（
生
没
年
不
詳
）
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。『
性
靈
集
補
闕
鈔
』
巻
十

に
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
周
知
の
と
お
り
、『
補
闕
鈔
』
は
後
に
濟
暹
（
一
〇
二
五
～
一
一
一
五
）
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
空
海

の
真
作
か
ど
う
か
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。
筆
者
は
、
各
詩
の
平
仄
・
押
韻
が
ほ
ぼ
完
璧
で
あ
り
、
畳
句
・
数
詞
を
多
用
す
る
空
海
の
詩
の
特

徴
を
備
え
て
お
り
、
典
故
を
巧
み
に
用
い
て
対
句
に
し
て
い
る
事
、
又
、
跋
文
は
駢
儷
体
で
書
か
れ
て
い
る
事
な
ど
か
ら
、
真
作
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
「
十
喩
詩
」
の
各
々
の
題
辞
は
『
大
毘
盧
遮
那
成
佛
神
變
加
持
經
』（
以
下
『
大
日
經
』
と
称
す
）
卷
第
一
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
」
に

記
述
さ
れ
た
「
十
縁
生
句
」一
の
順
次
と
名
称
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
用
い
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。
各
々
の
詩
は
長
さ
が
異
な
り
、
最
初
の
四
首

が
十
六
句
、
次
の
五
首
が
八
句
、
最
後
の
一
首
が
四
句
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
合
計
で
百
八
句
あ
り
、
密
教
で
の
金
剛
界
曼
荼
羅
の
百
八
尊

二
の
智
慧
と
百
八
の
煩
悩
三
を
象
徴
し
て
い
て
、
正
に
説
教
の
詩
と
言
え
る
。
跋
文
に
こ
の
十
喩
詩
を
読
誦
す
れ
ば
仏
の
教
を
得
る
事
が
出

来
る
と
述
べ
、
天
長
四
年
三
月
一
日
の
記
載
が
あ
り
、
制
作
日
は
明
確
で
あ
る
。

　
「
十
喩
」
は
『
大
日
經
』
成
立
以
前
か
ら
、
大
乗
仏
教
の
根
本
思
想
を
感
得
す
る
た
め
に
、
般
若
経
類
に
記
述
さ
れ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た

も
の
で
あ
る
。
中
で
も
、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
經
』
四
と
そ
れ
を
注
釈
し
た
『
大
智
度
論
』
五
が
最
重
要
視
さ
れ
て
、
古
よ
り
今
日
ま
で
尊
重

さ
れ
て
い
る
。
空
海
も
当
然
そ
れ
ら
の
「
十
喩
」
の
由
来
を
存
知
し
た
上
で
、
こ
の
作
品
を
制
作
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
大
日
經
』
は
、
真
言
行
者
が
経
文
に
随
っ
て
、「
十
縁
生
句
」
等
を
修
禅
・
観
想
す
る
こ
と
に
よ
り
、
速
疾
に
現
世
に
於
い
て
悟
り
を
得

て
仏
に
な
る
方
法
を
伝
授
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

重
要
ア
イ
テ
ム
と
し
て
、
空
海
ば
か
り
で
は
な
く
、「
十
喩
」
を
詩
に
し
た
作
品
が
あ
り
、
梁
・
武
帝
の
「
十
喩
詩
」
と
簡
文
帝
の
「
十
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空
詩
」
が
伝
存
さ
れ
て
い
る
。
五
言
十
句
の
詩
で
、
元
は
十
首
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
は
『
藝
文
類
聚
』
等
に
「
十

喩
詩
」
は
五
首
、「
十
空
詩
」
は
六
首
が
残
っ
て
い
る
六
。

　

古
来
の
注
釈
書
七
、中
で
も
主
と
し
て
『
便
蒙
』
と
坂
田
光
全
『
性
靈
集
講
義
』
八
を
参
照
し
な
が
ら
、訓
み
進
め
た
。
そ
の
過
程
の
中
で
、

解
釈
を
行
な
っ
た
が
、
処
々
に
疑
問
に
思
わ
れ
る
語
句
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
文
脈
が
通
じ
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
の
語
句
の
検
討
を
行
う
事

に
し
た
。
先
に
言
及
し
た
如
く
、
こ
の
作
品
は
空
海
の
制
作
時
よ
り
百
年
以
上
経
過
し
て
蒐
集
編
纂
さ
れ
た
為
か
、
語
句
の
異
同
や
誤
写
や

遺
漏
等
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

本
論
第
一
章
で
は
、「
十
喩
詩
」
の
訓
み
と
解
釈
を
行
い
な
が
ら
、
問
題
と
思
わ
れ
る
語
句
を
抜
き
だ
し
、
検
討
し
て
正
し
い
訓
み
を
行

う
事
を
目
指
し
て
い
る
。
た
だ
、
全
て
の
語
句
を
厳
密
に
校
訂
す
る
事
は
筆
者
の
力
に
余
る
こ
と
な
の
で
、
底
本
と
し
た
『
定
本
弘
法
大
師

全
集
』（
以
下
『
定
本
』
と
称
す
）
の
原
文
に
対
し
て
の
み
、
筆
者
の
判
断
で
不
審
と
思
わ
れ
た
語
句
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
訓
み
と
解
釈

は
既
に
濟
暹
師
や
坂
田
師
等
先
師
達
が
な
さ
れ
て
い
て
、
重
複
す
る
事
を
免
れ
な
い
が
、
最
近
で
は
纏
ま
っ
て
全
詩
の
訓
み
と
解
釈
を
し
た

も
の
が
な
く
、
そ
れ
な
り
に
意
義
あ
る
と
考
え
、
現
代
の
言
葉
で
出
来
る
だ
け
平
易
に
記
述
す
る
事
を
目
指
し
た
。
第
二
章
で
は
、
跋
文
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
跋
文
は
古
来
の
伝
存
の
章
句
に
異
同
が
見
ら
れ
、
そ
の
解
釈
を
巡
っ
て
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
検
証
を

行
い
、
筆
者
の
解
釈
を
提
示
す
る
。

　

十
喩
詩
の
先
行
研
究
は
古
来
の
『
性
靈
集
』
の
注
釈
書
と
そ
れ
ら
を
踏
襲
し
た
近
来
の
空
海
の
著
作
集
等
の
注
釈
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
に

単
独
の
研
究
及
び
、
多
少
と
も
十
喩
詩
に
言
及
し
た
研
究
は
、
筆
者
の
知
見
の
範
囲
で
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
松
阪
旭
信
「
十
喩
詩
及
び
跋
に
就
き
て
」（『
密
宗
學
報
』
第
八
十
五
號
・
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
七
月
一
日
発
行
）

②
神
代
峻
通
「
弘
法
大
師
の
「
十
喩
を
詠
ず
る
詩
」
に
つ
い
て
」（『
密
教
研
究
』
第
五
十
一
号
・
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
三
月
一
日
発
行
）

③
金
山
穆
韶
「
大
日
經
の
十
喩
の
法
門
」（『
密
教
研
究
』
第
六
十
八
号
・
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
一
月
五
日
発
行
）

④
酒
井
紫
朗
「
弘
法
大
師
と
十
喩
に
つ
い
て
」（『
密
教
学
会
報
』
第
十
三
号
・
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
三
月
二
十
一
日
発
行
）

⑤
武
内
孝
善
「
十
住
心
思
想
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」（『
密
教
学
研
究
』
第
十
号
・
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
三
月
発
行
）

⑥
中
田
勇
次
郎
「
十
喩
詩
跋
尾
」（『
弘
法
大
師
真
蹟
集
成
』
解
説
・
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
九
月
二
十
一
日
発
行
）



29　空海漢詩文研究　「十喩詩」の訓みを通しての語句の検討及び跋文の章句の検討（中谷）

⑦
小
久
保
和
夫
「
十
喩
詩
跋
尾
」（『
弘
法
大
師
書
蹟
大
成
』
資
料
篇
・
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
一
月
一
日
発
行
）

⑧
武
内
孝
善
「
弘
法
大
師
を
め
ぐ
る
人
々
㈠
―
広
智
―
」（『
密
教
文
化
』
第
一
三
一
号
・
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
九
月
二
十
一
日
発
行
）

⑨
佐
伯
有
清
『
慈
覺
大
師
伝
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
・
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
五
月
発
行
）

⑩
佐
伯
有
清
『
円
仁
』「
二
広
智
と
そ
の
周
辺
」（
人
物
叢
書
・
吉
川
弘
文
館
・
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
三
月
発
行
）

⑪
巌
環
「
十
縁
生
句
に
つ
い
て
」（『
豊
山
教
学
大
会
紀
要
』
第
二
四
号
・
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
月
一
日
発
行
）　

⑫
日
下
部
公
保
「
広
智
禅
師
論
考
」（『
山
家
学
会
紀
要
』
第
四
号
・
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
六
月
）

　

第
一
章　

十
喩
詩
の
訓
み
と
解
釈
及
び
語
句
の
検
討

　
　
　
ま
え
が
き

　
「
十
喩
詩
」
の
各
詩
の
語
句
や
表
現
は
、
前
述
し
た
如
く
、
ほ
ぼ
『
大
日
經
』
と
『
大
毘
盧
遮
那
成
佛
經
疏
』（
以
下
『
大
日
經
疏
』
と
称

す
）
の
当
該
の
喩
の
記
述
と
注
釈
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
各
詩
の
訓
み
と
解
釈
に
際
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
出
来
る

だ
け
『
大
日
經
』『
大
日
經
疏
』
か
ら
当
該
の
文
を
記
載
す
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
場
合
、『
大
日
經
』
は
『
國
譯
一
切
經
』「
印
度
撰
述
部
・

密
教
部
一
」（
大
東
出
版
社
・
昭
和
六
年
三
月
初
版
）
を
用
い
、『
大
日
經
疏
』
は
『
国
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」・
大
東
出
版
社
・
昭
和

五
十
六
年
二
月
改
訂
発
行
）
を
用
い
て
い
る
。
詩
の
中
で
は
、「
詠
鏡
中
像
喩
」
が
、
語
句
の
異
同
や
押
韻
に
問
題
が
多
い
。
そ
れ
ら
の
問

題
点
に
つ
い
て
、
別
に
一
節
を
設
け
て
検
討
す
る
。
校
訂
に
要
し
た
語
句
に
傍
線
を
引
い
て
明
示
し
て
い
る
。
語
句
の
解
釈
は
原
則
と
し
て

一
般
的
な
仏
教
語
例
え
ば
「
三
密
」「
四
魔
」「
五
蘊
」
と
か
を
出
来
る
だ
け
省
き
、『
大
日
經
』『
大
日
經
疏
』
な
ど
密
教
経
典
に
特
有
の
語

句
例
え
ば
「
大
空
三
昧
」
等
と
漢
籍
の
典
故
等
に
関
す
る
語
句
、
及
び
用
例
の
無
い
特
有
の
語
句
例
え
ば
「
水
蓮
城
」
な
ど
に
絞
り
込
ん
で

い
る
。
又
、引
用
文
の
中
で
理
解
困
難
と
思
わ
れ
る
語
句
は
そ
の
引
用
文
の
後
に
補
足
し
て
い
る
。
尚
、各
詩
の
押
韻
・
平
仄
等
を
付
記
す
る
。

原
文
は
『
定
本
』
を
用
い
た
が
、
書
き
下
し
は
『
定
本
』
の
訓
み
を
参
照
し
て
、
筆
者
の
考
え
で
記
述
し
て
い
る
。
韻
は
『
大
宋
重
修
廣
韻
』
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九
を
用
い
て
い
る
。
平
仄
は
○
が
「
平
」
字
、
●
が
「
仄
」
字
、
△
が
「
平
」「
仄
」
ど
ち
ら
で
も
よ
い
字
を
表
記
す
る
。
押
韻
は
◎
が
「
平

声
」
韻
、
◆
が
「
仄
声
」
韻
で
表
記
す
る
。

一　
「
詠
如
幻
喩
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
幻
の
喩
を
詠
ず

一
―
１　

原
文
と
書
下
し
文

吾
觀○

諸
法●

譬
如○

幻●
　
　

惣
是●

衆
縁○

所
合●

成◎

　
　
　

吾
れ
諸
法
を
觀
る
に
譬
へ
ば
幻
の
如
し
、
惣
て
是
れ
衆
縁
の
合
成
す
る
所
な
り

一
箇●

無
明○

諸○

行●

業●

　
　

不
中○

不
外●

惑●

凡○

情◎

　
　
　

一
箇
の
無
明
と
諸
行
の
業
と
、
中
に
あ
ら
ず
外
に
あ
ら
ず
凡
情
を
惑
は
す

三
種●

世
間○

能○

所●

造●

　
　

十
方○
法
界●

水●

蓮○

城◎

　
　
　

三
種
世
間
は
能
と
所
と
の
造
に
し
て
、
十
方
法
界
は
水
蓮
の
城
な
り

非
空○

非
有●

越
中○

道●

　
　

三
諦●

宛
然○
離
像●

名◎

　
　
　

空
に
非
ら
ず
有
に
非
ら
ず
中
道
を
越
へ
、
三
諦
宛え

ん

然ぜ
ん

と
し
て
像
と
名
と
を
離
れ
た
り

春
園○

桃
李●

肉●

眼●

眩●

　
　

秋
水●

桂
光○

幾
酔●

嬰◎

　
　
　

春
園
の
桃
李
は
肉
眼
を
眩く

る
め
か
し
、
秋
水
の
桂
光
は
幾ほ

と
ん
ど
の
嬰
を
酔
は
し
む

楚
澤●

行
雲○

無○

復●

有●

　
　

洛
川○

廻
雪●

重●

還○

輕◎
　
　
　

楚
澤
の
行
雲
は
無
に
し
て
復
た
有
な
り
、
洛
川
の
廻
雪
は
重
く
し
て
還ま

た
輕
し

封
著●

狂
迷○

三○

界●

熾●

　
　

能
觀○

不
取●

法●

身○

清◎

　
　
　

封ふ
う

著じ
ゃ
くし
て
狂
迷
す
れ
ば
三
界
熾さ

か
んな
り
、
能
く
觀
じ
て
取
ら
ざ
れ
ば
法
身
清
し

咄
哉○

迷
者●

孰
觀○

此●

　
　

超
越●

還
歸○

阿
字●

營◎

　
　
　

咄と
つ

な
る
哉か

な

迷
え
る
者
孰た

れ
か
此
を
觀
ぜ
ん
や
、
超
越
し
て
阿
字
の
營
に
還
歸
せ
よ

　

七
言
十
六
句
古
体
詩
。
押
韻
は
下
平
声
第
十
四
清
韻
。
第
九
句
に
二
六
通
の
不
調
と
下
三
連
の
キ
ズ
が
あ
る
。

一
―
２　

解
釈

　
「
如
幻
」
は
、『
大
日
経
疏
』
が
『
大
智
度
論
』
を
引
い
て
「
譬
へ
ば
幻
師
の
種
種
の
事
を
幻
作
す
る
が
如
き
」
十
と
記
述
し
て
い
る
よ
う
に
、

幻
師
が
作
り
出
す
幻
影
の
事
で
あ
る
。「
幻
師
」
は
古
代
イ
ン
ド
に
存
在
し
た
現
在
の
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
よ
う
な
人
で
あ
る
。
ま
た
、『
大
日
經
』

に
「
呪
術
と
薬
力
と
能
造
と
所
造
と
の
種
々
の
色
像
の
如
き
は
、
自
眼
を
惑
わ
す
が
故
に
稀
有
の
事
を
見
る
」
十
一
と
記
述
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
呪
文
や
薬
物
に
よ
っ
て
心
中
に
生
ず
る
架
空
の
影
像
の
事
で
あ
る
。
即
ち
、
幻
師
や
呪
術
・
薬
物
等
の
外
部
の
作
用
に
よ
り
生
じ
る
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現
実
に
存
在
し
な
い
架
空
の
事
物
の
事
を
云
う
。

　

第
一
句
・
二
句
「
吾
れ
諸
法
を
觀
る
に
譬
へ
ば
幻
の
如
し
、
惣
て
是
れ
衆
縁
の
合
成
す
る
所
な
り
」
と
現
実
に
存
在
す
る
全
て
の
事
物
は

諸
々
の
縁
よ
り
合
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
幻
の
如
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
象
界
即
ち
現
実
世
界
は
「
縁
」
に

よ
っ
て
生
起
す
る
も
の
で
実
の
真
の
存
在
で
は
な
い
と
す
る
、
密
教
ま
で
列
な
る
大
乗
思
想
の
根
本
命
題
で
あ
る
。
空
海
は
こ
こ
で
十
喩
を

観
想
し
て
悟
る
真
理
を
最
初
に
提
示
し
て
い
る
。
第
二
句
「
衆
縁
」
は
種
々
の
多
く
の
縁
で
あ
る
。
坂
田
師
は
「
十
二
因
縁
」
と
し
て
い
る
。

次
の
句
以
降
、「
無
明
」
か
ら
始
ま
っ
て
十
二
因
縁
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
、
師
の
解
釈
に
従
う
。

　

第
三
句
・
四
句
「
一
箇
の
無
明
と
諸
行
の
業
と
、
中
に
あ
ら
ず
外
に
あ
ら
ず
凡
情
を
惑
は
す
」
と
は
、「
無
明
」
は
煩
悩
の
第
一
原
因
・

起
因
で
あ
り
、「
無
明
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
諸
々
の
現
象
は
、
内
外
の
ど
こ
に
も
な
く
真
実
の
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
衆
生
は
実
際
の

現
象
と
思
い
惑
わ
さ
れ
る
。『
便
蒙
』
が
「
無
明
」
に
つ
い
て
の
世
尊
と
徳
女
の
問
答
十
二
を
引
い
て
注
釈
し
て
い
る
如
く
、こ
の
二
句
は
『
大

智
度
論
』
と
『
大
日
經
疏
』
を
踏
ま
え
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
第
三
句
「
無
明
」
は
我
々
の
存
在
の
根
底
に
あ
る
根
本
的
な
無
知
の
事
で
あ

る
。
第
三
句
「
行
業
」
は
十
二
因
縁
の
第
二
「
行
」
で
あ
る
か
ら
、「
無
明
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
種
々
の
現
世
の
存
在
・
事
象
を
意
味
す
る
。

　

第
五
句
・
六
句
「
三
種
世
間
は
能
と
所
と
の
造
に
し
て
、
十
方
法
界
は
水
蓮
の
城
な
り
」
と
は
、
造
り
だ
さ
れ
た
命
あ
る
も
の
の
世
界
・

環
境
世
界
・
自
我
の
世
界
で
あ
る
全
世
界
は
大
日
如
来
が
遍
在
す
る
世
界
で
あ
る
。
第
五
句
「
三
種
世
間
」
は
『
大
智
度
論
』「
釋
摩
訶
衍

品
第
十
八
之
餘
」
に
「
三
種
世
間
：
衆
生
世
間
、
住
處
世
間
、
五
衆
世
間
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
十
三
。『
便
蒙
』
は
『
探
玄
記
』
十
四
を
引
き
、

器
世
間
・
智
正
覺
世
間
・
衆
生
世
間
の
三
種
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
智
正
覺
世
間
は
仏
の
世
界
で
あ
り
、「
十
喩
」
の
主
題
か
ら
、
空

海
は
『
大
智
度
論
』
よ
り
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
説
に
は
同
意
し
難
い
。
衆
生
世
間
は
生
き
る
も
の
の
世
界
、
命
あ
る
も
の

の
世
界
の
事
。
有
情
世
間
・
仮
名
世
間
と
も
云
う
。
住
處
世
間
は
衆
生
の
居
住
す
る
世
間
で
環
境
世
界
の
事
。
器
世
間
・
国
土
世
間
と
も
云

う
。
五
衆
世
間
は
人
間
の
自
我
を
形
成
す
る
五
蘊
―
色
・
受
・
想
・
行
・
識
の
世
界
の
事
。
五
蘊
世
間
・
五
陰
世
間
と
も
云
う
。
第
六
句
「
水

蓮
城
」
は
用
例
が
な
く
、
空
海
独
自
の
言
い
回
し
と
思
わ
れ
る
。『
便
蒙
』
は
「
蓮
華
藏
世
界
」
と
し
て
い
る
。
法
身
（
大
日
如
来
）
の
住

處
と
さ
れ
て
い
る
。
文
脈
か
ら
考
え
る
と
『
便
蒙
』
に
従
い
た
い
。

　

第
七
句
・
八
句
「
空
に
非
ら
ず
有
に
非
ら
ず
中
道
を
越
へ
、
三
諦
宛え

ん

然ぜ
ん

と
し
て
像
と
名
と
を
離
れ
た
り
」
は
、『
辯
顯
密
二
教
論
』
巻
上
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で
言
及
し
て
い
る
「
天
台
止
觀
」
の
最
上
の
境
地
を
表
現
し
て
い
る
十
五
。「
非
空
非
有
」
は
中
道
の
境
地
を
表
す
が
、
更
に
そ
の
境
地
も
越

え
て
、
三
諦
即
ち
三
つ
の
真
理
―
空
・
仮
・
中
は
畢
竟
、
円
融
し
て
一
つ
の
も
の
で
あ
る
と
観
念
す
れ
ば
、
現
象
界
に
生
起
す
る
形
象
や
名

前
等
に
執
着
す
る
こ
と
か
ら
脱
し
、
無
上
の
境
地
に
至
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

第
八
句
「
三
諦
」
は
法
華
天
台
の
実
相
を
表
す
最
重
要
の
真
理
の
概
念
で
あ
る
。「
空
」
と
は
、
全
て
の
存
在
は
因
縁
か
ら
生
じ
た
も
の

で
あ
り
、
凡
夫
が
感
じ
て
い
る
よ
う
な
実
体
は
な
く
空
で
あ
る
と
の
真
理
。「
仮
」
と
は
、
全
て
の
存
在
は
実
体
が
な
い
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る

事
象
は
仮
の
姿
で
あ
る
と
認
め
る
真
理
。「
中
」
と
は
、
全
て
の
存
在
は
「
空
」
や
「
仮
」
で
一
面
的
に
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
実

体
は
言
葉
や
思
慮
の
対
象
を
越
え
た
も
の
で
あ
る
と
観
ず
る
真
理
。
こ
れ
ら
三
つ
の
真
理
が
円
融
し
て
一
体
と
し
て
観
想
す
る
境
地
が
天
台

宗
で
は
最
上
の
覚
り
の
境
地
と
し
て
い
る
。『
便
蒙
』
は
「
三
諦
」
に
つ
い
て
「
非
レ

空
ニ

非
レ

有
ニ

亦
非
レ

中
ニ
、
而
モ

即
空
即
有
即
中
ニ
乄
、

三
諦
宛
然
ト
乄
離
タ
リ

二

思
議
ヲ一

也
」
と
し
て
、
そ
れ
以
外
に
特
段
の
注
釈
を
し
て
い
な
い
が
、
筆
者
は
こ
の
二
句
は
こ
の
詩
を
贈
呈
し
た
天
台
円

教
を
信
奉
す
る
廣
智
禅
師
を
意
識
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

第
九
句
・
十
句
「
春
園
の
桃
李
は
肉
眼
を
眩く

る
め
か
し
、
秋
水
の
桂
光
は
幾ほ

と
ん
ど
の
嬰
を
酔
は
し
む
」
は
春
に
は
美
し
い
桃
李
の
花
を
人
々
が
嘆
賞
し
、

秋
に
は
水
に
映
じ
た
光
き
ら
め
く
月
の
像
を
子
供
が
欲
し
が
る
。
年
中
常
に
実
際
の
現
象
に
惑
わ
さ
れ
て
い
る
衆
生
を
、
対
句
を
用
い
て
華
麗

に
表
現
し
て
い
る
。「
秋
水
桂
光
幾
酔
嬰
」
は
『
便
蒙
』
の
指
摘
の
通
り
、『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
の
「
水
月
喩
」
の
釋
文
中
に
記
述
さ
れ
て
い

る
「
又
、
小
兒
水
中
の
月
を
見
て
歡
喜
し
て
取
ら
ん
と
欲
す
」
十
六
か
ら
引
い
て
い
る
。「
桂
光
」
は
月
光
の
事
で
あ
る
が
、
用
例
は
漢
籍
・
仏
典

共
に
見
当
た
ら
ず
、
空
海
独
自
の
表
現
か
も
し
れ
な
い
。
月
の
宮
殿
に
桂
樹
が
あ
る
と
の
伝
説
か
ら
転
じ
て
桂
を
月
に
見
な
す
よ
う
に
な
る
。

　

第
十
一
句
・
十
二
句「
楚
澤
の
行
雲
は
無
に
し
て
復
た
有
な
り
、洛
川
の
廻
雪
は
重
く
し
て
還ま

た
輕
し
」は『
便
蒙
』の
指
摘
の
通
り
、宋
玉『
高

唐
賦
』
と
曹
植
『
洛
神
賦
』
を
典
拠
に
し
て
い
る
十
七
。
両
賦
は
現
実
に
は
存
在
し
な
い
仙
女
と
神
女
を
想
像
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
行
雲
」
や
「
廻
雪
」
は
仙
女
や
神
女
で
も
あ
る
が
、
そ
の
作
品
を
読
む
人
間
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
ま
さ
に
「
現
実
の
も
の
、
軽
重
の
あ

る
も
の
で
も
あ
る
」
と
想
像
と
現
実
の
区
分
が
出
来
な
い
事
を
述
べ
て
い
る
。
前
聯
に
引
き
続
き
対
句
で
あ
る
。

　

第
十
三
句
・
十
四
句
「
封ふ

う

著じ
ゃ
くし
て
狂
迷
す
れ
ば
三
界
熾さ

か
んな
り
、
能
く
觀
じ
て
取
ら
ざ
れ
ば
法
身
清
し
」
は
前
四
句
を
受
け
て
、
現
世
の
様
々

の
現
象
に
強
く
執
着
し
て
狂
い
迷
え
ば
、
三
界
―
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
を
輪
廻
す
る
苦
し
み
か
ら
免
れ
な
い
。
禅
行
し
て
十
喩
を
よ
く
観
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ず
れ
ば
、
清
浄
な
法
身
が
現
出
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
述
べ
る
。

　

第
十
五
句
・
十
六
句
「
咄と

つ

な
る
哉か

な

迷
え
る
者
孰た

れ
か
此
を
觀
ぜ
ん
や
、
超
越
し
て
阿
字
の
營
に
還
歸
せ
よ
」
は
、
や
れ
や
れ
！
迷
え
る
凡

夫
達
よ
、
こ
の
十
喩
を
観
想
し
修
禅
し
て
、
本
来
自
心
に
存
在
す
る
阿
字
の
覚
り
の
境
界
即
ち
大
日
如
来
の
許
に
戻
れ
、
と
、
諸
人
に
禅
行

を
勧
め
、
悟
り
に
至
る
道
を
示
し
て
い
る
。「
咄
哉
」
は
仏
教
語
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
①
「
お
い
、
お
い
」
と
呼
び
か
け
る
語
。
②
「
や

い
や
い
」と
叱
り
戒
め
る
語
。
③「
や
れ
や
れ
」と
な
げ
き
の
語
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
な
げ
き
の
語
と
し
た
い
。『
便
蒙
』は「
咄
哉
」

を
「
咄

つ
た
な
い

哉か
な

」
と
訓
み
「
咄
哉
ハ
叱
ス
ル
之
辭
」
と
注
釈
し
舌
打
ち
の
語
と
し
て
い
る
。
正
し
い
解
釈
と
思
わ
れ
る
。「
咄
」
の
意
味
の
「
つ
た
な
い
」

と
の
訓
み
は
そ
れ
で
解
る
が
、
筆
者
は
音
読
し
た
方
が
文
脈
の
雰
囲
気
が
出
る
と
考
え
る
。
以
後
、『
弘
法
大
師
全
集
』『
性
靈
集
講
義
』『
定

本
』
な
ど
、
殆
ど
は
『
便
蒙
』
を
踏
襲
し
た
訓
み
と
し
て
い
る
。
第
十
六
句
「
阿
字
營
」
は
「
阿
字
本
宮
」「
阿
字
之
閣
」
十
八
等
と
同
義
で
あ

る
。
押
韻
の
為
、「
營
」
を
用
い
て
い
る
。
何
れ
も
空
海
独
自
の
表
現
で
大
日
如
来
の
住
處
で
悟
り
の
境
地
を
云
う
。

二　
「
詠
陽
燄
喩
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陽よ
う

燄え
ん

の
喩
を
詠
ず　

二
―
１　

原
文
と
書
下
し
文

遲
遲○

春
日●

風
光○

動●

　
　

陽
燄●

紛
紛○

曠
野●

飛◎

　
　
　

遲
遲
た
る
春
の
日
に
風
光　

動
く
、
陽
燄
紛
紛
と
し
て
曠
野
に
飛
ぶ

擧
體●

空
空○

無○

所●

有●

　
　

狂
兒○

迷
渇●

遂
忘◁

歸◎

　
　
　

體
を
擧こ

ぞ

っ
て
空
空
に
し
て
所
有
無
し
、
狂
兒　

迷
渇
し
て
遂
に
歸
る
こ
と
を
忘
る

遠
而○

似
有●

近
無○

物●

　
　

走
馬●

流
川○

何
處●

依◎

　
　
　

遠
く
し
て
は
有
に
似
れ
ど
も
近
く
し
て
は
物
無
し
、
走
馬
と
流
川
と
何
れ
の
處
に
か
依
ら
ん

妄
想●

談
議●

假
名○

起●

　
　

丈
夫○

美
女●

滿●

城○

圍◎

　
　
　

妄
想
談
議
し
て
假
名
起
る
、
丈
夫
と
美
女
と
城
圍
に
滿
つ

謂
男○

謂
女●

是
迷○

思●

　
　

覺
者●

賢
人○

見
則●

非◎

　
　
　

男
と
謂お

も

ひ
女
と
謂
う
是
れ
迷
へ
る
思こ

こ
ろ
な
り
、
覺
者
と
賢
人
と
見
る
に
則
ち
非
ざ
る
な
り　

五
薀●

皆
空○

眞○

實●

法●

　
　

四
魔○

與
佛●

亦●

夷○

希◎

　
　
　

五
薀
皆
空
は
眞
實
の
法
、
四
魔
と
佛
と
亦
た
夷
希
た
り　

瑜
伽○

境
界●

特
奇○

異●

　
　

法
界●

炎
光○

自
相●

暉◎

　
　
　

瑜
伽
の
境
界
は
特
に
奇
異
な
り
、
法
界
の
炎
光
は
自
づ
か
ら
相
い
暉
く

莫
慢●

莫
欺○

是●

假●

物●

　
　

大
空○

三
昧●

是
吾○

妃◎

　
　
　

慢お
ご

る
こ
と
莫な

か

れ
欺
く
こ
と
莫
れ
是
れ
假
物
、
大
空
三
昧
是
れ
吾
が
妃
な
り
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七
言
十
六
句
古
体
詩
。
押
韻
は
上
平
声
第
八
微
韻
。
平
仄
は
第
七
句
に
二
四
不
同
と
二
六
通
の
不
調
が
あ
る
。
第
十
五
句
に
下
三
連
の
キ

ズ
が
あ
る
。

二
―
２　

解
釈

　
「
陽
燄
」
は
『
大
日
經
疏
』
に
「
經
に
云
く
、
復
次
に
祕
密
主
、
陽
焰
の
性
は
空
な
り
。
彼
の
世
人
の
妄
想
に
依
っ
て
、
成
立
し
て
談
議

す
る
所
有
り
。
是
の
如
く
真
言
の
相
も
唯
是
假
名
な
り
。
と
い
ふ
は
『
釋
論
』
に
云
く
、
日
光
に
風
が
塵
を
動
ず
る
を
以
っ
て
の
故
に
、
曠

野
の
中
に
動
ず
る
こ
と
野
馬
の
如
し
。
無
智
の
人
初
め
て
之
を
見
て
水
と
爲お

も

へ
り
。
…
」
と
あ
る
十
九
。
即
ち
「
陽
燄
」
は
「
陽か

げ

炎ろ
う

」
実
体

の
な
い
空
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
句
・
二
句
「
遲
遲
た
る
春
の
日
に
風
光
動
く
、
陽
燄
紛
紛
と
し
て
曠
野
に
飛
ぶ
」
と
第
三
句
・
四
句
「
體
を
擧こ

ぞ

っ
て
空
空
に
し
て
所

有
無
し
、
狂
兒　

迷
渇
し
て
遂
に
歸
る
こ
と
を
忘
る
」
は
春
の
日
、
曠
野
に
現
れ
る
陽か

げ

炎ろ
う

は
実
体
の
な
い
空
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
を
覚
ら
な
い
凡
人
は
こ
れ
に
迷
わ
さ
れ
渇
望
し
て
追
い
求
め
て
、
遂
に
真
実
の
世
界
に
帰
る
事
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
四
句
は
『
大

日
經
疏
』
の
前
述
の
陽
燄
の
記
述
と
、
巻
第
二
末
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」
の
「
次
の
句
に
陽
炎
と
は
春
月
の
地
氣
に
、
日
光
こ
れ

に
望
む
に
は
水
の
如
く
に
見
ゆ
。
迷
渴
の
者
は
、
企
求
の
心
を
生
じ
て
奔
趣
す
。
徒
ら
に
勤
め
て
去
り
之ゆ

く
に
い
よ
い
よ
遠
き
が
如
く
、
衆

生
も
亦
爾
り
」
と
に
、
拠
っ
た
表
現
で
あ
る
二
十
。

　

第
五
句
・
六
句
「
遠
く
し
て
は
有
に
似
れ
ど
も
近
く
し
て
は
物
無
し
、
走
馬
と
流
川
と
何
れ
の
處
に
か
依
ら
ん
」
は
前
四
句
と
同
じ
く
、

陽
炎
の
説
明
で
あ
る
。
遠
く
に
あ
っ
て
は
実
物
に
見
え
る
が
、
近
付
く
と
消
滅
し
て
し
ま
う
。
先
に
見
え
て
い
た
走
る
馬
、
流
れ
る
川
は
何

に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
七
句
・
八
句
「
妄
想
談
議
し
て
假
名
起
る
、
丈
夫
と
美
女
と
城
圍
に
滿
つ
」
と
第
九
句
・
第
十
句
「
男
と
謂お

も

ひ
女
と
謂
う
是
れ
迷
へ
る

思こ
こ
ろな
り
、
覺
者
と
賢
人
と
見
る
に
則
ち
非
ざ
る
な
り
」
の
四
句
は
、
凡
人
は
煩
悩
の
儘
に
陽
炎
の
如
く
妄
想
を
起
こ
し
て
、
あ
れ
こ
れ
思
い

ま
ど
い
、
実
体
で
は
な
い
仮
で
あ
る
現
象
に
固
執
す
る
、
例
え
ば
城
内
に
美
丈
夫
・
美
女
が
雲
集
し
て
い
る
と
想
う
ご
と
く
。
男
で
あ
る
と
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か
女
で
あ
る
と
か
、迷
妄
の
心
が
謂
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
覚
っ
た
人
や
賢
い
人
も
そ
の
よ
う
に
見
え
る
だ
け
で
本
当
は
そ
う
で
は
な
い
。

『
大
日
經
疏
』
に
「
結
使
の
煩
悩
の
日
光
に
諸
行
の
塵
邪
憶
念
の
風
に
動
ず
る
を
も
て
、生
死
の
曠
野
の
中
に
於
い
て
轉
ず
。
智
慧
無
き
者
は
、

謂
う
て
一
相
を
ば
男
と
し
、
一
相
を
ば
女
と
す
。
…
…
此
の
經
の
意
の
云
く
、
世
人
は
遠
く
曠
野
を
望
む
に
、
遠
く
よ
り
之
に
望
む
者
は
徒

に
此
の
炎
を
見
て
、
炎
の
相
を
強
ひ
て
假
名
を
立
つ
れ
ど
も
其
の
實
事
を
求
る
に
、
都
て
不
可
得
な
る
が
如
し
。
故
に
妄
想
を
成
立
し
て
談

義
す
る
所
あ
り
と
云
ふ
。」
二
十
一

「
結
使
」
は
仏
教
語
。
束
縛
と
執
着
、
煩
悩
と
同
義
。

　

第
十
一
句
・
十
二
句
「
五
薀
皆
空
は
眞
實
の
法
、四
魔
と
佛
と
亦
た
夷
希
た
り
」
と
第
十
三
句
・
十
四
句
「
瑜
伽
の
境
界
は
特
に
奇
異
な
り
、

法
界
の
炎
光
は
自
づ
か
ら
相
い
暉
く
」
及
び
第
十
五
句
・
十
六
句
「
慢お

ご

る
こ
と
莫な

か

れ
欺
く
こ
と
莫
れ
是
れ
假
物
、
大
空
三
昧
是
れ
吾
が
妃
な

り
」
の
六
句
は
修
禅
に
よ
っ
て
覚
る
境
地
を
表
現
し
て
い
る
。
心
身
を
構
成
し
て
い
る
五
蘊
は
定
ま
っ
た
本
体
が
な
く
、真
理
は
空
で
あ
り
、

無
我
で
あ
る
。
我
々
を
悩
ま
せ
る
煩
悩
・
五
蘊
・
死
・
障
礙
も
畢
竟
仏
と
同
じ
く
、
捉
え
が
た
く
奥
深
い
も
の
で
あ
り
、
修
禅
観
想
の
境
地

は
特
別
に
分
別
を
越
え
た
不
可
思
議
で
優
れ
た
も
の
で
あ
り
、
諸
仏
が
集
う
法
界
が
自
ら
光
り
輝
く
の
を
見
る
だ
ろ
う
。
陽
焔
の
観
想
を
し

て
、
知
見
を
得
て
も
、
驕
っ
た
り
、
自
ら
を
欺
い
た
り
し
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
ら
の
知
見
も
畢
竟
仮
の
も
の
と
悟
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

事
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
日
如
来
の
い
ま
す
究
極
の
境
地
に
入
る
こ
と
が
出
来
る
。『
大
日
經
疏
』
に
、「
真
言
行
者
の
如
き
は
、
瑜
伽

の
中
に
於
て
、
種
々
特
殊
の
境
界
、
乃
至
、
諸
佛
海
會
の
無
盡
荘
厳
を
見
る
。
爾
の
時
に
此
の
陽
炎
の
觀
を
な
し
、
唯
こ
れ
假
名
な
り
と
了

知
し
て
、
慢
著
を
離
る
べ
し
。
轉
だ
心
地
に
近
付
く
時
に
は
、
卽
ち
加
持
神
變
の
種
々
の
因
縁
は
、
但
こ
れ
法
界
の
焔
な
り
と
悟
る
。
故
に

是
の
如
く
の
真
言
相
は
、
唯
こ
れ
假
名
な
り
と
云
う
。」
二
十
二

　

第
十
二
句
「
夷
希
」
は
熟
語
の
「
希
夷
」
を
押
韻
の
為
に
「
夷
希
」
に
し
て
い
る
。「
希
夷
」
は
奥
深
く
感
覚
で
は
捉
え
が
た
い
道
理
の

意
味
で
あ
る
。
典
故
は
『
老
子
道
徳
經
』「
贊
玄
第
十
四
」
に
あ
る
二
十
三
。

　

第
十
六
句
「
大
空
三
昧
」
は
『
大
日
經
疏
』
巻
第
四
に
「
如
來
は
此
の
大
空
三
昧
に
住
し
て
、
無
行
無
到
に
し
て
、
亦
去
來
も
無
し
。
而

も
能
く
其
の
心
量
に
如
ひ
て
緣
に
隨
ひ
て
應
現
す
」
二
十
四
と
あ
る
。
ま
た
、『
大
日
經
疏
』
巻
第
六
で
、
そ
の
境
地
の
説
明
を
詳
し
く
し
て

い
る
二
十
五
。

　

第
十
六
句
「
妃
」
は
自
ら
の
伴
侶
た
る
日
々
の
禅
行
を
喩
え
て
の
表
現
で
あ
る
。
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三　
「
詠
如
夢
喩
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
夢
の
喩
を
詠
ず

三
―
１　

原
文
と
書
下
し
文

一
念●
眠
中○

千◯

萬●◁

夢　
　

乍
娯◁

乍
苦●

不●
○

能
籌◎

　
　
　

一
念
の
眠
の
中
に
千
萬
の
夢
あ
り
、
乍た

ち
ま
ち
に
娯
し
み
乍
ち
に
苦
し
み
て
籌は

か

る
こ
と
能あ

た

わ
ず

人
間○

地
獄●
與
天○

●

閣　
　

一
哭●

一
歌○

幾
許●

愁◎

　
　
　

人
間
と
地
獄
と
天
閣
と
、
一
た
び
は
哭
し
一
た
び
は
歌
い
て
幾
許
の
愁う

れ
い

ぞ

睡
裏●

實
眞○

覺●
不●
見●
　
　

還
知○

夢
事●

虚○

狂○

優◎

　
　
　

睡
の
裏う

ち

に
は
實
眞
な
れ
ど
も
覺さ

む
れ
ば
見
へ
ず
、
還
っ
て
夢
の
事
の
虚
狂
に
し
て
優

た
わ
む
れな

る
を
知
る

無
明○

暗
室●

長
眠○

●

客　
　

處
世●

之
中○

多
者●

憂◎

　
　
　

無
明
の
暗
室
の
長
眠
の
客
、
世
の
中
に
處
し
て
多
く
は
憂う

れ

い
な
り　

悉
地●

樂
宮○

●

莫
愛●

取●

　
　

有
中○

牢
獄●

●
○不

須
留◎

　
　
　

悉
地
の
樂
宮
も
愛
取
す
る
こ
と
莫
れ
、
有
中
の
牢
獄
に
は
留
ま
る
須べ

か
ら
ず　

剛
柔○

氣
聚●

浮
生○

●

出　
　

地
水●
縁
窮○

死
若●

休◎

　
　
　

剛
柔
の
氣　

聚あ
つ
ま

れ
ば
浮ふ

生せ
い

出
づ
、
地
水
の
縁　

窮
ま
れ
ば
死
し
て
休
む
が
若ご

と

し

輪
位●

王
侯○

與
卿○

●

相　
　

春
榮○

秋
落●
逝
如◁

流◎

　
　
　

輪
位
と
王
侯
と
卿
相
と
、
春
榮
え
秋
落
ち
逝ゆ

い
て
流
の
如
し　

深
修○

觀
察●

得
原○

●

底　
　

大
日●

圓
圓○

萬
德●
周◎
　
　
　

深
修
し
て
觀
察
す
れ
ば
原
底
を
得
て
、
大
日
圓
圓
と
し
て
萬
德
周あ

ま
ねし　

　

七
言
十
六
句
古
体
詩
。
押
韻
は
下
平
声
第
十
八
尤
韻
。
平
仄
は
第
十
三
句
に
二
六
通
の
不
調
、第
五
・
六
・
九
句
に
下
三
連
の
キ
ズ
が
あ
る
。

三
―
２　

解
釈

　
「
如
夢
」
は
『
大
日
經
』
に
「
夢
の
中
で
は
、
様
々
な
時
間
に
様
々
の
姿
に
変
身
し
様
々
な
苦
楽
を
体
験
す
る
が
、
目
覚
め
て
見
る
と
全

て
存
在
し
て
い
な
い
。
真
言
の
禅
行
も
こ
の
よ
う
に
夢
の
如
く
で
あ
る
」
と
記
述
し
て
い
る
二
十
六
。

　

第
一
句
・
二
句
「
一
念
の
眠
の
中
に
千
萬
の
夢
あ
り
、
乍た

ち
ま
ち
に
娯
し
み
乍
ち
に
苦
し
み
て
籌は

か

る
こ
と
能あ

た

わ
ず
」
と
第
三
句
・
四
句
「
人
間

と
地
獄
と
天
閣
と
、
一
た
び
は
哭
し
一
た
び
は
歌
い
て
幾
許
の
愁う

れ
い

ぞ
」
及
び
第
五
句
・
六
句
「
睡
の
裏う

ち

に
は
實
眞
な
れ
ど
も
覺さ

む
れ
ば
見
え

ず
、
還
っ
て
夢
の
事
の
虚
狂
に
し
て
優

た
わ
む
れな
る
を
知
る
」
の
六
句
は
夢
の
様
様
な
状
態
の
例
を
示
し
て
、
そ
の
真
実
で
は
な
い
事
を
、
畳
句
等

を
用
い
て
簡
明
に
記
述
し
て
い
る
。
読
め
ば
判
る
の
で
、
各
句
の
解
釈
は
省
く
事
に
す
る
。

　

第
七
句
・
八
句
「
無
明
の
暗
室
の
長
眠
の
客
、
世
の
中
に
處
し
て
多
く
は
憂う

れ

い
な
り
」
は
根
本
的
な
無
知
の
闇
に
埋
没
し
て
い
る
凡
夫
は
、
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そ
の
こ
と
に
気
づ
か
ず
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
、
そ
の
都
度
に
悩
み
苦
し
み
生
き
て
い
る
と
、
凡
人
の
状
態
を
記
述
す
る
。

　

第
九
句
・
十
句
「
悉
地
の
樂
宮
も
愛
取
す
る
こ
と
莫
れ
、
有
中
の
牢
獄
に
は
留
ま
る
須べ

か
ら
ず
」
は
前
の
二
句
で
一
般
人
の
状
態
を
述
べ
、

こ
の
二
句
は
真
言
行
者
の
禅
行
の
状
態
を
述
べ
て
戒
め
て
い
る
。
即
ち
、
十
喩
を
観
想
し
て
、
悟
り
の
境
地
に
達
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に

執
わ
れ
執
着
し
て
は
い
け
な
い
。
三
界
の
牢
獄
に
留
ま
っ
て
は
い
け
な
い
。

　

第
九
句
「
悉
地
樂
宮
」
は
仏
教
語
。「
悉
地
」
は
真
言
行
者
が
修
禅
に
よ
っ
て
得
る
悟
り
の
境
地
で
あ
る
。「
樂
宮
」
は
そ
の
境
地
の
境
界

を
楽
し
い
宮
殿
に
擬
し
て
い
る
。『
大
日
經
』
巻
第
一
「
入
真
言
門
住
心
品
」
に
「
乾
闥
婆
城
の
譬
を
以
て
悉
地
宮
を
成
就
す
る
事
を
解
了

す
べ
し
」
と
あ
る
二
十
七
。
第
九
句
「
愛
取
」
は
仏
教
語
。
十
二
因
縁
の
「
愛
」
妄
執
と
「
取
」
執
着
の
事
。
第
十
句
「
有
中
」
は
、『
便
蒙
』

に
よ
れ
ば
、「
有
謂
三
有
也
」
と
し
て
い
る
。
文
脈
か
ら
『
便
蒙
』
に
従
う
。「
三
有
」
は
仏
教
語
。
三
界
に
生
存
す
る
事
。
欲
有
・
色
有
・

無
色
有
の
三
つ
の
生
存
。『
大
日
經
疏
』
に
も
多
数
用
い
ら
れ
て
い
る
二
十
八
。
こ
の
二
句
は
対
句
で
あ
る
。

　

第
十
一
句
・
十
二
句
「
剛
柔
の
氣　

聚あ
つ
ま

れ
ば
浮ふ

生し
ょ
う

出
ず
、
地
水
の
縁　

窮
ま
れ
ば
死
し
て
休
む
が
若ご

と

し
」
は
陽
と
陰
の
気
が
集
ま
り
、
変

転
す
る
は
か
な
い
万
物
が
生
じ
、
地
水
火
風
の
四
大
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
種
々
の
万
物
も
、
因
縁
が
尽
き
れ
ば
、
死
に
至
り
、
消
え
去
る
。

　

第
十
一
句
「
剛
柔
」
は
万
物
を
生
み
出
す
陽
と
陰
の
事
。
典
拠
は
『
周
易
』
に
あ
る
二
十
九
。
第
十
二
句
「
地
水
」
は
『
便
蒙
』
指
摘
の
通

り
「
地
水
火
風
」
の
四
大
を
代
表
さ
せ
て
い
る
。
四
大
は
仏
教
語
で
一
切
の
物
質
を
構
成
す
る
四
つ
の
元
素
と
さ
れ
て
い
る
。

　

第
十
三
句
・
十
四
句
「
輪
位
と
王
侯
と
卿
相
と
、
春
榮
え
秋
落
ち
逝ゆ

い
て
流
の
如
し
」
は
転
輪
王
も
王
侯
も
貴
族
宰
相
も
栄
枯
盛
衰
を
免

れ
ず
、
時
の
流
れ
に
消
え
て
ゆ
く
。
と
無
常
の
世
を
述
べ
る
。
第
十
三
句
「
輪
位
」
は
「
轉
法
輪
位
」
或
い
は
「
轉
輪
位
」
の
空
海
流
の
省

略
語
で
あ
ろ
う
。
ど
ち
ら
も
仏
教
語
と
し
て
多
数
用
い
ら
れ
て
い
る
。
轉
輪
王
の
事
で
あ
る
。
イ
ン
ド
神
話
で
は
、
轉
輪
王
は
天
か
ら
宝
輪

を
得
て
、
こ
れ
を
転
が
し
て
、
武
力
を
用
い
ず
、
正
義
の
み
で
四
方
を
治
め
た
偉
大
な
理
想
的
統
治
者
で
あ
る
。

　

第
十
五
句
・
十
六
句
「
深
修
し
て
觀
察
す
れ
ば
原
底
を
得
て
、
大
日
圓
圓
と
し
て
萬
德
周あ

ま
ねし
」
は
こ
の
十
縁
生
句
を
深
く
観
想
し
、
そ
の

奥
義
を
覚
れ
ば
、
大
日
如
来
と
一
体
化
す
る
究
極
の
境
地
に
達
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
境
地
は
大
日
如
来
の
完
全
な
全
て
の
徳
が
充
満

す
る
世
界
で
あ
る
。『
大
日
經
』
に
「
若
し
真
言
門
に
菩
薩
の
行
を
修
す
る
諸
の
菩
薩
は
、
深
く
修
し
て
十
縁
生
句
を
観
察
し
、
當
に
真
言

行
に
於
て
通
達
し
作
證
す
べ
し
。
三
十
」
と
記
述
さ
れ
、
そ
の
解
釈
の
『
大
日
經
疏
』
に
は
「
是
の
故
に
た
だ
如
来
の
み
い
ま
し
て
、
乃
ち
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能
く
此
の
十
喩
を
窮
め
、
其
の
源
底
に
達
し
た
ま
ふ
。
三
十
一
」
と
あ
り
、
第
十
五
句
「
得
原
底
」
と
は
、
大
日
如
来
の
み
達
し
う
る
境
地
に

真
言
行
者
が
達
す
る
事
で
あ
り
、
真
言
行
の
最
高
の
境
地
に
達
す
る
こ
と
、
即
ち
大
日
如
来
と
一
体
化
す
る
事
で
あ
る
。

四　
「
詠
鏡
中
像
喩
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鏡
中
の
像
の
喩
を
詠
ず

四
―
１　

原
文
と
書
下
し
文

長
者●

楼
中○

圓○

鏡●

影●
　
　

秦
王○

臺
上●

方
丈○

◆

相　
　
　

長
者
の
楼
中
の
圓
鏡
の
影
、
秦
王
の
臺
上
の
方
丈
の
相　

不
知○

何
處●

忽●
○

●來
去　
　

此
是●

因
縁○

所
生○

◆

状　
　
　

何
れ
の
處
よ
り
か
忽
ち
に
來
去
す
る
か
を
知
ら
ず
、
此
は
是
れ
因
縁
所
生
の
状か

た
ち

な
り　

非
有●

非
無○

離
言○

●

説　
　

世
人○
思
慮●

絶
籌○

◆

量　
　
　

有
に
非
ず
無
に
非
ず
言
説
を
離
れ
た
り
、
世
人
の
思
慮
は
籌

ち
ゅ
う

量り
ょ
うを

絶
つ　

莫
言○

自
作●

共
他○

●

起　
　

外
道●

邪
人○
繞
虚○

◆

妄　
　
　

言
う
こ
と
莫
れ
自じ

作さ

と
共ぐ

う

と
他た

起き

と
を
、
外
道
と
邪
人
と
は
虚
妄
に
繞ま

つ

わ
る　

心マ

神マ

衆
生○

不
異●

○

同　
　

因
縁○

而
顯●

猶
如◁
響マ

マ　
　
　

心
佛
と
衆
生
と
は
異
同
に
あ
ら
ず
、
因
縁
に
し
て
顯あ

ら
わ
る
る
こ
と
猶
お
鏡
の
如
し　

閑
房○

攝
念●

無
明○

●

斷　
　

蘭
室●

燓
香○

讚●

響●

暢◆
　
　
　

閑
房
に
攝
念
し
て
無
明　

斷
ち
、
蘭
室
に
香
を
燓た

い

て
讚
の
響　

暢の

ぶ　

三
密●

寥マ

寂マ

同
死●

灰○

　
　

諸
尊○

感
應●

忽
來○

◆

訪　
　
　

三
密　

寂
寥
と
し
て
死し

灰か
い

に
同
じ
け
れ
ば
、
諸
尊　

感
應
し
て
忽
ち
來
訪
す

莫
喜●

莫
嗔○

是●

法●
●

界　
　

法
界●

與
心○

無○

異●

詳マ
マ　
　
　

喜
ぶ
こ
と
莫
れ
嗔い

か

る
こ
と
莫
れ
是
れ
法
界
な
り
、
法
界
と
心
と
は
異
况
無
し　

　

七
言
十
六
句
古
体
詩
。
押
韻
は
去
声
第
四
十
一
漾
韻
。
第
十
句
「
響
」
は
上
声
第
三
十
六
養
韻
で
あ
る
。
押
韻
が
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

第
十
六
句
「
詳
」
は
下
平
声
第
十
陽
韻
で
、
押
韻
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る
。

　

平
仄
は
第
八
・
十
三
句
に
二
四
不
同
の
不
調
、
第
四
・
五
・
八
句
に
二
六
通
の
不
調
、
第
十
二
・
十
五
句
に
下
三
連
の
キ
ズ
が
あ
る
。
ま
た
、

押
韻
は
仄
韻
を
用
い
て
い
る
の
で
、
奇
数
句
の
語
尾
は
原
則
平
韻
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
詩
で
は
八
句
中
六
句
ま
で
仄
韻
に
な

っ
て
い
る
三
十
二
。
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四
―
２　

解
釈

　
「
鏡
中
像
」
は
『
大
日
經
』「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
」
に
、「
面
の
鏡
に
縁
っ
て
面
像
を
現
ず
る
が
如
く
、
彼
の
真
言
の
悉
地
も
、
當
に

是
の
如
く
知
る
べ
し
。」
三
十
三
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
句
・
二
句
「
長
者
の
楼
中
の
圓
鏡
の
影
、
秦
王
の
臺
上
の
方
丈
の
相
」
は
仏
典
と
漢
籍
に
記
述
さ
れ
た
鏡
を
例
示
し
て
対
句
と
し
て

い
る
。
第
一
句
「
長
者
楼
中
圓
鏡
」
の
典
拠
は
『
便
蒙
』
を
除
い
て
古
来
の
注
釈
書
は
言
及
し
て
い
な
い
。『
便
蒙
』
は
『
大
佛
頂
如
來
密

因
修
證
了
義
諸
菩
薩
萬
行
首
楞
嚴
經
』
卷
第
四
の
「
演
若
達
多
の
鏡
」
の
説
話
を
典
拠
に
挙
げ
て
い
る
三
十
四
。
イ
ン
ド
室
羅
城
に
住
ん
で
い

た
演
若
達
多
は
毎
朝
自
分
の
顔
を
鏡
で
見
る
事
を
楽
し
み
し
て
い
た
が
、
あ
る
朝
、
鏡
を
見
る
と
自
分
の
顔
が
映
っ
て
い
な
い
、
そ
れ
を
魑ち

魅み

の
所
為
に
し
て
、
頭
が
無
く
な
っ
た
と
思
い
込
み
、
狂
っ
て
走
り
回
っ
た
と
の
話
で
あ
る
。
以
後
、
近
来
で
は
此
の
『
便
蒙
』
の
説
を
踏

襲
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
説
話
で
は
、
長
者
や
樓
の
表
現
が
無
く
、
典
拠
に
な
り
え
な
い
と
思
う
。
筆
者
の
調
べ
た
所
、
詩
に
完
全
に
一

致
し
た
記
述
を
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
等
に
は
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
唯
、
鏡
に
つ
い
て
の
そ
の
他
の
仏
典
の
記
述
を
勘
案
す
る
と
、

如
何
に
も
あ
り
そ
う
な
情
景
で
あ
る
の
で
、
明
確
な
典
拠
は
な
い
が
空
海
が
想
像
し
て
、「
秦
王
の
方
鏡
」
と
対
句
に
す
る
べ
く
、「
長
者
の

圓
鏡
」
と
表
現
し
た
も
の
と
考
え
る
。

　

第
二
句
「
秦
王
臺
上
方
丈
」
の
典
拠
は
『
便
蒙
』
の
指
摘
の
如
く
、『
西
京
雑
記
』
巻
第
三
に
記
述
さ
れ
て
い
る
秦
の
王
宮
に
蔵
さ
れ
た

珍
宝
の
中
の
一
つ
、四
角
の
鏡
の
事
で
あ
ろ
う
。「
有
二
方
鏡
一
、廣
四
尺
高
五
尺
九
寸
、表
裏
有
レ
明
。」
と
あ
る
三
十
五
。
幅
が
約
九
十
セ
ン
チ
、

高
さ
が
約
一
メ
ー
タ
ー
四
十
セ
ン
チ
で
表
裏
両
面
が
鏡
で
あ
る
。
人
間
の
内
臓
の
動
き
が
映
し
出
さ
れ
、
病
気
や
悪
心
を
知
る
こ
と
が
出
来

る
と
さ
れ
て
い
る
。
全
身
を
写
す
事
の
出
来
る
大
き
な
鏡
な
の
で
、
空
海
は
一
丈
の
鏡
と
表
現
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

第
三
句
・
四
句
「
何
れ
の
處
よ
り
か
忽
ち
に
來
去
す
る
か
を
知
ら
ず
、
此
は
是
れ
因
縁
所
生
の
状
な
り
」
は
前
二
句
を
受
け
て
、
各
々
の

鏡
に
映
し
だ
さ
れ
る
影
像
や
様
相
は
何
れ
の
所
よ
り
去
来
す
る
の
か
知
る
べ
く
も
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で

あ
る
。

　

第
五
句
・
六
句
「
有
に
非
ず
無
に
非
ず
言
説
を
離
れ
た
り
、
世
人
の
思
慮
は
籌

ち
ゅ
う

量り
ょ
うを

絶
つ
」
と
第
七
句
・
八
句
「
言
う
こ
と
莫
れ
自じ

作さ

と

共ぐ
う

と
他た

起き

と
を
、
外
道
と
邪
人
と
は
虚
妄
に
繞ま

つ

わ
る
」
の
四
句
は
、『
大
日
經
疏
』
の
「
鏡
中
像
」
の
記
述
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
表
現
し
て
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い
る
三
十
六
。
即
ち
、
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
は
、
観
想
に
よ
っ
て
因
縁
を
滅
却
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
有
で
も
な
く
無
で
も
な
い
言
説
で

は
認
知
で
き
な
い
も
の
と
覚
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
凡
人
で
は
は
か
り
知
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
自
ら
作
り
出
し
た

と
か
、
他
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
か
、
自
他
共
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
と
か
、
外
道
や
間
違
っ
た
考
え
の
人
は
種
々
論
じ
て
い
る
に
し
て

も
、
真
言
行
者
は
論
じ
る
べ
き
で
は
な
い
。
第
七
句
「
他
起
」
は
仏
教
語
「
依
他
起
」
を
空
海
流
に
省
略
し
た
語
句
で
あ
ろ
う
。
他
の
力
に

よ
っ
て
生
じ
る
も
の
。

　

第
九
句
・
十
句
「
心
佛
と
衆
生
と
は
異
同
に
あ
ら
ず
、
因
縁
に
し
て
顯あ

ら
わ

る
る
こ
と
猶
お
鏡
の
如
し
」
は
「
鏡
中
像
喩
」
を
観
想
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
覚
る
境
地
を
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
心
は
本
来
清
浄
で
あ
る
と
覚
れ
ば
、
仏
が
心
に
現
前
す
る
。
同
じ
く
衆
生
の
心
に
も
本
来
存

在
す
る
と
覚
る
。
あ
た
か
も
鏡
に
現
出
す
る
像
と
同
じ
く
因
縁
に
よ
っ
て
現
出
す
る
の
で
あ
る
。『
定
本
』
で
は
「
心
佛
」
が
「
心
神
」
と

さ
れ
、「
鏡
」
が
「
響
」
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
大
日
經
疏
』
に
基
づ
け
ば
筆
者
が
提
示
す
る
「
心
佛
」
と
「
鏡
」
が
正
し
い
と
考
え
る
。

次
節
で
検
討
す
る
。

　

第
十
一
句
・
十
二
句
「
閑
房
に
攝
念
し
て
無
明　

斷
ち
、
蘭
室
に
香
を
燓た

い

て
讚
の
響　

暢の

ぶ
」
は
対
句
。
禅
行
の
描
写
。
閑
寂
な
僧
坊
で

心
を
集
中
し
て
無
明
を
払
拭
し
、
仏
に
対
し
、
香
を
焚
き
、
讃
偈
を
唱
え
れ
ば
そ
の
響
き
が
仏
堂
に
広
が
る
。

　

第
十
三
句
・
十
四
句
「
三
密　

寂
寥
と
し
て
死し

灰か
い

に
同
じ
け
れ
ば
、
諸
尊　

感
應
し
て
忽
ち
來
訪
す
」
は
禅
行
の
成
果
を
述
べ
て
い
る
。

身
・
口
・
意
の
三
密
行
に
よ
り
、
心
が
静
ま
り
、
忘
我
無
心
静
止
の
状
態
に
な
る
と
、
諸
仏
が
感
応
し
て
現
前
す
る
。
何
れ
も
、『
大
日
經
疏
』

の
記
述
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
三
十
七
。

　

第
十
三
句
「
寂
寥
」
は
『
定
本
』
で
は
「
寥
寂
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
次
節
で
検
討
す
る
が
「
寂
寥
」
が
正
し
い
と
考
え
る
。

　

第
十
三
句「
死
灰
」は
冷
え
た
灰
の
如
く
、心
を
静
止
さ
せ
忘
我
の
状
態
に
な
る
事
で
あ
る
。『
便
蒙
』の
指
摘
の
如
く
、典
故
は『
荘
子
』「
齊

物
論
第
二
」
の
「
形
固
可
使
如
槁
木
、
心
固
可
使
如
死
灰
乎
（
形
は
固も

と

よ
り
槁こ

う

木ぼ
く

の
如
く
な
ら
し
む
可
く
、
心
は
固
よ
り
死
灰
の
如
く
な
ら

し
む
可
き
か
）」
に
あ
る
。「
槁
木
」
は
枯
れ
木
。

　

第
十
五
句
・
十
六
句
「
喜
ぶ
こ
と
莫
れ
嗔い

か

る
こ
と
莫
れ
、
是
れ
法
界
な
り
、
法
界
と
心
と
は
異
况
無
し
」
は
禅
行
に
よ
っ
て
到
達
す
る
境

地
を
述
べ
て
い
る
。
仏
と
感
応
す
る
境
地
に
達
し
て
も
、
喜
ん
だ
り
怒
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
、
そ
の
境
地
は
、
法
界
と
心
界
と
お
も
む
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き
が
同
じ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
心
の
真
の
状
態
で
あ
る
。『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
漫
荼
羅
具
緣
真
言
品
第
二
」
に
「
界
に
三
種
あ
り
。

所
謂
法
界
と
心
界
と
衆
生
界
と
な
り
。
法
界
を
離
れ
て
別
の
衆
生
界
な
く
、
衆
生
界
は
即
ち
是
れ
法
界
な
り
。
心
界
を
離
れ
て
別
の
法
界
な

く
、
法
界
は
即
ち
是
れ
心
界
な
り
。
當
に
知
る
べ
し
、
此
の
三
種
は
無
二
無
別
な
り
三
十
八
」
と
あ
る
。

　

第
十
六
句
「
異
况
」
は
『
定
本
』
で
は
「
異
詳
」
と
し
て
い
る
が
、『
便
蒙
』
の
指
摘
の
如
く
「
異
况
」
が
正
し
い
と
考
え
る
。
次
節
で

検
討
す
る
。

四
―
３　

不
審
の
語
句
と
押
韻
の
乱
れ
に
つ
い
て

　

先
に
指
摘
し
た
如
く
、
こ
の
詩
は
不
審
の
語
句
が
多
く
、
押
韻
が
乱
れ
て
い
る
。
特
に
空
海
の
詩
は
平
仄
の
乱
れ
が
多
少
あ
っ
て
も
、
全

て
押
韻
が
き
っ
ち
り
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
こ
の
詩
は
特
異
で
あ
る
。
空
海
の
詩
と
し
て
は
あ
り
得
な
い
事
で
、
誤
写
の
可
能
性

が
高
い
と
考
え
る
。
以
下
順
次
検
討
を
し
た
い
三
十
九
。

Ⅰ　
　

不
審
の
語
句
。

①
「
心
神
」
と
「
心
佛
」

　

醍
醐
本
の
「
御
筆
本
」
で
「
心
佛
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
四
十
以
外
に
は
『
弘
法
大
師
全
集
』
及
び
『
定
本
』
と
『
便
蒙
』
等
殆
ど
全
て
に
「
心

神
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
心
神
」
は
仏
教
語
で
霊
妙
な
心
の
は
た
ら
き
の
意
味
で
あ
る
。
多
数
の
用
例
が
あ
る
。

　
「
心
佛
」
は
『
大
日
經
疏
』
に
多
く
用
い
ら
れ
、観
想
の
結
果
心
に
顕
現
す
る
仏
の
事
で
あ
る
。
仏
教
語
と
し
て
は
特
異
な
用
法
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
次
句
と
一
体
と
な
っ
て
、こ
の
詩
の
主
題
で
あ
る
「
鏡
中
像
喩
」
を
観
想
し
た
結
果
得
ら
れ
る
境
地
を
述
べ
て
い
る
の
で
、「
心
佛
」

を
採
用
し
た
い
と
考
え
る
。
又
平
仄
か
ら
云
え
ば
、「
心
神○

衆
生○
不
異●

○

同
」
が
「
心
佛●

衆
生○

不
異●

○

同
」
と
な
り
、
二
四
不
同
と
二
六
通
の
不

調
が
解
消
で
き
る
。
従
っ
て
先
の
平
仄
の
不
調
の
指
摘
か
ら
外
し
て
い
る
。「
心
佛
」
説
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」
に
「
此
の
中
道
正
觀
を
以
て
、
有
爲
と
無
爲
と
の
界
を
離
れ
て
、
極
無
自
性
心

の
生
ず
る
は
、
即
ち
是
れ
心
佛
の
顯
現
な
り
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
巻
第
九
「
入
曼
荼
羅
具
縁
品
第
二
之
餘
」
の
「
明
鏡
の
偈
」
に
「
影
像

に
等
し
き
諸
法
は
、澄
然
清
浄
に
し
て
垢
染
な
く
、無
執
に
し
て
又
言
説
を
離
れ
た
り
、因
業
よ
り
生
起
す
。
…
此
の
鏡
の
如
く
、心
を
以
て
、
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心
の
如
く
の
鏡
を
鑑
み
る
が
故
に
、
心
自
ら
心
を
見
、
心
自
ら
心
を
知
る
と
説
く
。
智
と
鏡
と
は
無
二
無
別
な
り
。」
と
あ
る
四
十
一
。
以
上
、

何
れ
も
紙
数
の
関
係
で
一
部
の
抜
書
き
で
あ
る
が
、
全
体
の
主
旨
は
こ
の
詩
の
主
旨
と
同
一
で
あ
る
。

②
「
寥
寂
」
と
「
寂
寥
」

　
「
寥
寂
」
は
『
定
本
』『
弘
法
大
師
全
集
』『
便
蒙
』
等
殆
ど
の
作
品
集
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
寂
寥
」
は
醍
醐
本
の
「
御
筆
本
」
と
『
弘

法
大
師
全
集
』
の
頭
注
四
十
二
に
異
字
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。「
寥
寂
」
と
「
寂
寥
」
は
同
じ
意
味
で
あ
る
。
ど
ち
ら
で
も

良
い
と
思
わ
れ
る
が
、「
寂
寥
」
の
方
が
「
寥
寂
」
に
比
し
、
漢
籍
・
仏
典
と
も
圧
倒
的
に
使
用
頻
度
が
多
い
語
句
で
あ
る
。
平
仄
の
面
か

ら
考
え
て
も
、「
三
密●
寥○

寂●

同
死●

灰○

」
は
二
四
不
同
の
キ
ズ
が
あ
る
が
、「
三
密●

寂●
○

寥
同
死●

灰○

」
は
そ
の
キ
ズ
が
解
消
す
る
。
使
用
頻
度
と
平

仄
の
面
か
ら
「
寂
寥
」
に
す
る
方
が
良
い
と
考
え
る
。

Ⅱ　
　

押
韻
の
欠
陥

①
第
十
句
「
響
」
に
つ
い
て

　

こ
の
詩
の
押
韻
は
去
声
第
四
十
一
漾
韻
で
あ
る
。「
響
」
は
上
声
第
三
十
六
養
韻
で
あ
る
。
先
に
指
摘
し
た
如
く
押
韻
が
さ
れ
て
い
な
い

事
に
な
る
。
今
ま
で
の
作
例
か
ら
考
え
て
空
海
が
押
韻
を
間
違
う
事
は
あ
り
得
な
い
と
思
う
。
し
か
し
、『
定
本
』『
弘
法
大
師
全
集
』『
便
蒙
』

な
ど
、
管
見
の
限
り
で
は
、
全
て
の
著
作
集
や
注
釈
書
は
「
響
」
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、
異
字
の
指
摘
も
一
切
な
い
。
こ
れ
ら
を
信
じ
る

な
ら
ば
、
空
海
が
押
韻
を
間
違
え
た
空
前
絶
後
の
例
と
な
る
。

　

異
字
の
指
摘
は
な
い
の
で
、
何
処
に
も
「
響
」
に
代
わ
る
語
句
の
候
補
が
無
い
。
こ
の
事
は
『
性
靈
集
補
闕
』
が
編
纂
さ
れ
た
時
か
ら
の

間
違
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
適
切
な
語
句
を
検
討
す
る
た
め
に
、
こ
の
聯
の
文
脈
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。『
定
本
』
で
は
「
心
神
衆
生

不
異
同
、
因
縁
而
顯
猶
如
響
」
と
し
て
い
る
。

　

先
に
検
討
し
た
如
く
、「
心
神
」
は
「
心
佛
」
が
正
し
い
の
で
、
第
九
句
は
観
想
を
行
え
ば
、
全
て
の
衆
生
の
心
に
仏
が
顕
現
す
る
事
は

変
わ
ら
な
い
と
の
意
味
と
な
る
。
第
十
句
は
第
九
句
を
受
け
て
、仏
が
因
縁
に
よ
っ
て
顕
現
す
る
の
は
鏡
中
に
顕
現
す
る
像
と
同
様
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
文
脈
が
通
る
が
、『
定
本
』
の
「
如
響
」
で
は
、「
響
」
に
像
が
顕
現
す
る
事
に
な
る
の
で
、
主
旨
に
合
わ
な
い
と
考
え
る
。

　

筆
者
が
「
如
響
」
を
「
如
鏡
」
と
考
え
た
根
拠
は
、『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」
の
「
鏡
中
像
」
の
記
述
の
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中
に
「
如
来
の
三
密
の
浄
身
を
以
て
鏡
と
し
、
自
身
の
三
密
の
行
を
も
て
、
鏡
中
の
像
の
因
縁
と
し
、
悉
地
の
生
ず
る
こ
と
あ
る
は
、
猶
ほ

面
像
の
如
し
」
四
十
三
と
あ
る
こ
と
。
及
び
、
引
き
続
き
「
…
諸
佛
の
刹
に
遊
ぶ
に
至
る
ま
で
、
皆
こ
の
喩
を
以
て
、
是
の
事
を
観
察
す
。
…

若
し
他
の
三
密
の
加
持
は
、
能
く
こ
の
果
を
授
く
と
謂
は
ば
、
則
ち
衆
生
未
だ
修
業
せ
ざ
る
時
も
佛
の
大
悲
は
平
等
な
れ
ば
、
何
が
故
に
か
、

成
就
せ
し
め
ざ
る
や
」
と
記
述
さ
れ
て
い
て
、
第
九
句
・
十
句
の
主
旨
が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
空
海
は
こ
の
記
述
を
踏
ま
え
て
第
九
句
・

十
句
を
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
事
。
又
、押
韻
の
事
を
考
え
る
と
、「
鏡
」
は
去
声
第
四
十
二
敬
韻
で
あ
る
。
漾
韻
と
敬
韻
は
通
用
す
る
の
で
、

押
韻
で
は
問
題
が
な
い
四
十
四
。
従
っ
て
、
文
脈
か
ら
も
押
韻
か
ら
も
「
鏡
」
が
最
も
適
し
た
語
句
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

筆
者
が
正
し
い
と
考
え
た
「
鏡
」
は
今
ま
で
誰
も
言
及
し
て
い
な
い
が
、
初
期
の
筆
写
の
時
、
何
故
か
音
通
す
る
「
響
」
に
誤
写
さ
れ
た

ま
ま
、
漢
詩
の
押
韻
に
無
頓
着
な
人
々
に
よ
っ
て
、
何
の
疑
問
も
な
く
「
響
」
の
ま
ま
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

②
第
十
六
句
「
詳
」
に
つ
い
て

　
「
詳
」
は
下
平
声
第
十
「
陽
」
韻
で
あ
る
。
従
っ
て
押
韻
さ
れ
て
い
な
い
。『
定
本
』『
弘
法
大
師
全
集
』
な
ど
大
半
は
「
詳
」
を
記
載
し

て
い
る
。
此
の
字
句
に
つ
い
て
は
、
古
来
「
况
」
及
び
「
説
」
が
異
字
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
説
」
は
岩
波
書
店
『
性
靈
集
』（『
日

本
古
典
文
学
大
系
』
七
一
）
が
採
用
し
て
い
る
。「
况
」
は
『
弘
法
大
師
全
集
』
の
頭
注
に
記
載
さ
れ
て
い
る
四
十
五
。『
便
蒙
』
は
「
詳
ノ
字

當
レ
作
レ
况
ニ
、
撿
ル
ニ

二

摹
本
ヲ一

作
レ
况
ニ
。
况
ハ
味
也
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
説
」
は
字
義
に
よ
っ
て
、韻
が
入
声
第
九
「
屑
」
と
去
声
第
八
「
霽
」
と
入
声
第
七
「
曷
」
の
三
種
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
意
見
」
と
か
「
道

理
」
の
意
味
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
、
入
声
第
九
「
屑
」
韻
と
な
り
、
押
韻
さ
れ
て
い
な
い
の
で
「
説
」
で
は
な
い
。

　
「
况
」
は
「
況
」
の
俗
字
で
、
去
声
第
四
十
一
「
漾
」
韻
で
あ
る
。
押
韻
が
一
致
し
て
い
る
の
で
、『
便
蒙
』
指
摘
の
如
く
、
異
字
の
中
で

は
「
况
」
が
正
し
い
。
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五　
「
詠
乾
闥
婆
城
喩
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乾け
ん

闥だ
つ

婆ば

城
の
喩
を
詠
ず

五
１　

原
文
と
書
下
し
文

海
中○
嚴
麗●

見
城○

櫓●

　
　

走
馬●

行
人○

南
北●

◎

東　
　
　

海
中　

嚴
麗
に
し
て
城
櫓
を
見
れ
ば
、
走
馬
と
行
人
と
南
北
東
す　

愚
者●

乍
觀○
爲○

有●

實●

　
　

智
人○

能
識●

假●
○

而
空◎

　
　
　

愚
者
は
乍
ち
に
觀
て
實
有
り
と
爲
す
、
智
人
は
能
く
識
る
假
に
し
て
空
な
り
と

天
堂○

佛
閣●

人
間○
殿●
　
　

似
有●

還
無○

與
此●

同◎

　
　
　

天
堂
と
佛
閣
と
人
間
の
殿
と
、
有
に
似
て
還
っ
て
無
な
る
こ
と
此
と
同
じ

可か

咲●

嬰
兒○

莫
愛●

取●

　
　

能
觀○

早
住●

眞
如◁

宮◎

　
　
　

可を

か

し咲
や
嬰
兒
愛
取
す
る
こ
と
莫
れ
、
能
く
觀
す
れ
ば
早
く
眞
如
の
宮
に
住
せ
ん

　

七
言
八
句
古
体
詩
。
押
韻
は
上
平
声
第
一
東
韻
。
平
仄
に
二
四
不
同
・
二
六
通
の
不
調
、
下
三
連
の
キ
ズ
が
な
い
。

五
―
２　

解
釈

　
「
乾
闥
婆
城
」
は
『
大
日
經
疏
』
に
「
日
初
め
て
出
づ
る
時
、
城
門
や
樓
櫓
宮
殿
な
ぞ
あ
っ
て
、
行
人
の
出
入
す
る
を
見
る
。
日
轉う

た
た

高
く

な
り
ぬ
れ
ば
轉
だ
滅
す
。
此
の
城
は
但
し
眼
に
見
る
可
き
の
み
に
し
て
、而
も
實
に
は
有
る
こ
と
な
し
四
十
六
」
と
あ
る
。
即
ち
「
乾
闥
婆
城
」

は
蜃
気
楼
の
こ
と
で
あ
る
。

　

第
一
句
・
二
句
「
海
中　

嚴
麗
に
し
て
城
櫓
を
見
れ
ば
、
走
馬
と
行
人
と
南
北
東
す
」
は
『
大
日
經
疏
』
の
「
海
氣
日
光
の
因
縁
を
も
て
、

邑
居
嚴
麗
に
し
て
、層
臺
人
物
は
燦
然
と
し
て
觀
つ
べ
き
四
十
七
」の
記
述
を
参
照
し
て
、蜃
気
楼
を
眺
め
た
情
景
を
述
べ
て
い
る
。
第
二
句「
南

北
東
」
は
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
が
「
東
西
南
北
」
の
空
海
流
の
省
略
語
で
あ
ろ
う
。
あ
ち
こ
ち
歩
き
走
り
回
る
事
。
司
馬
相
如
「
上
林
賦
」

に
「
東
西
南
北
、
馳ち

騖ぶ

往
来
す
」
と
あ
り
四
十
八
、
空
海
が
参
照
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

第
三
句
・
四
句
「
愚
者
は
乍
ち
に
觀
て
實
有
り
と
爲
す
、
智
人
は
能
く
識
る
假
に
し
て
空
な
り
と
」
は
蜃
気
楼
を
見
て
、
愚
者
は
実
物
と

思
い
、
賢
者
は
実
で
は
な
く
假
物
で
空
で
あ
る
と
覚
る
。

　

第
五
句
・
六
句
「
天
堂
と
佛
閣
と
人
間
の
殿
と
、
有
に
似
て
還
っ
て
無
な
る
こ
と
此
と
同
じ
」
は
天
上
界
の
堂
宇
や
仏
閣
や
邸
宅
な
ど
の

事
物
は
実
際
に
存
在
す
る
と
思
っ
て
い
て
も
、
蜃
気
楼
と
同
じ
く
、
無
に
し
て
実
有
で
は
な
く
空
で
あ
る
と
覚
る
べ
き
で
あ
る
。
と
、
乾
闥



45　空海漢詩文研究　「十喩詩」の訓みを通しての語句の検討及び跋文の章句の検討（中谷）

婆
城
喩
に
よ
る
観
想
を
述
べ
て
い
る
。

　

第
七
句
・
八
句
「
可を

か

し咲
や
嬰
兒
愛
取
す
る
こ
と
莫
れ
、
能
く
觀
す
れ
ば
早
く
眞
如
の
宮
に
住
せ
ん
」
は
嬰
児
の
よ
う
な
無
智
愚
昧
の
者
が

目
前
の
事
物
に
執
着
す
る
の
は
笑
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
乾
闥
婆
城
喩
に
よ
る
観
想
を
十
全
に
行
い
、
早
く
、
心
の
あ
る
が
ま
ま
の
真
実
、

あ
ら
ゆ
る
存
在
の
真
の
す
が
た
を
観
じ
る
境
地
に
入
る
べ
き
で
あ
る
。
と
。『
大
日
經
』
巻
一
「
入
真
言
門
住
心
品
」
に
「
乾
闥
婆
城
の
譬

え
を
以
て
悉
地
宮
を
成
就
す
る
こ
と
を
解
了
す
べ
し
。
四
十
九
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

六　
「
詠
響
喩
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

響
の
喩
を
詠
ず

六
―
１　

原
文
と
書
下
し
文

口
中○

峡
谷●

空
堂○

裏◆

　
　

風
氣●

相
撃●

○
●

◆
聲
響
起　
　
　

口
中
・
峡
谷
・
空
堂
の
裏う

ち

、
風
氣
相
ひ
撃
ち
聲
と
響
と
起
る

若
愚○

若
智●

聽
不●

○

同　
　

或
嗔○

或
喜●

●

匪
相○

◆
似　
　
　

若
し
く
は
愚
若
し
く
は
智
聽
く
こ
と
同
じ
か
ら
ず
、
或

あ
る
も
のは
嗔
り
或
は
喜
ぶ
相
ひ
似
た
る
に
匪あ

ら

ず

因
縁○

尋
覓●

曾
無○

●

性　
　

不
生○

不
滅●

無
終○
◆

始　
　
　

因
縁
を
尋
ね
覓も

と

む
れ
ど
も
曾
て
性
無
し
、
不
生
不
滅
に
し
て
終
始
無
し

安
住●

一
心○

無○
○

●分
別　
　

内
風○

外
風○

誑
吾○

耳◆

　
　
　

一
心
に
安
住
す
れ
ば
分
別
す
る
こ
と
無
し
、
内
風
外
風
吾
が
耳
を
誑た

ぶ

ら
か
す

　

七
言
八
句
古
体
詩
。
押
韻
は
上
声
第
六
止
韻
。
平
仄
は
第
二
句
・
第
八
句
に
二
四
不
同
の
不
調
、第
三
句
・
七
句
に
二
六
通
の
不
調
が
あ
る
。

六
―
２　

解
釈

　
「
響
」
は
『
大
日
經
疏
』
に
「
釋
論
に
云
く
、
若
は
深
山
渓
谷
の
中
、
若
は
深
絶
の
澗た

に

の
中
、
若
は
空
大
の
舎
の
中
に
、
語
言
の
聲
、
相

撃
つ
を
以
て
の
故
に
、
聲
に
從
っ
て
聲
あ
る
を
名
け
響
と
す
。」
五
十
と
あ
る
。
即
ち
、「
響
」
は
木こ

霊だ
ま

の
事
で
あ
る
。

　

第
一
句
・
二
句
「
口
中
・
峡
谷
・
空
堂
の
裏う

ち

、
風
氣
相
ひ
撃
ち
聲
と
響
と
起
る
」
は
木
霊
の
情
景
を
述
べ
て
い
る
。
前
述
の
『
大
日
經
疏
』

の
「
響
喩
」
の
記
述
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
い
て
表
現
し
て
い
る
。

　
『
便
蒙
』
は
「
口
中
」
を
注
釈
し
て
、「
口
中
ハ

内
風
、
峡
谷
等
ハ

外
風
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
注
釈
は
第
八
句
に
「
内
風
外
風
誑
吾
耳
」
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と
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
援
用
し
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
又
、『
大
日
經
疏
』
の
「
響
喩
」
の
記
述
に
も
「
亦
咽
口
の
中
に
風
あ
り
」
と
し

て
そ
の
説
明
を
加
え
て
い
る
。

　
『
大
日
經
疏
』
の
「
咽
口
中
有
風
」
の
注
釈
は
「
憂
陀
那
と
名
く
、還
っ
て
入
っ
て
臍
に
至
り
、響
を
出
す
時
に
頂
及
び
斷は

ぐ
き・

齒
・
唇
・
舌
・
咽
・

胸
の
七
處
に
觸
れ
て
、而
し
て
退
く
、是
を
語
言
を
爲
す
と
名
く
」
と
あ
る
。「
憂
陀
那
」
は
同
書
注
に
「
臍
下
一
二
寸
の
所
を
憂
陀
那
と
云
う
、

丹
田
と
譯
す
。
こ
こ
に
内
風
あ
り
息
風
と
云
う
」
五
十
一
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
説
明
に
よ
る
と
、「
内
風
」
は
腹
式
発
声
で
声
を
共
鳴
さ

せ
て
出
す
息
の
事
で
あ
る
。
俗
に
腹
の
底
か
ら
出
す
声
の
事
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
句
・
四
句
「
若
し
く
は
愚
若
し
く
は
智
聽
く
こ
と
同
じ
か
ら
ず
、
或

あ
る
も
のは

嗔
り
或
は
喜
ぶ
相
ひ
似
た
る
に
匪あ

ら

ず
」
は
、
木
霊
を
聞
い
た

者
に
よ
っ
て
は
、
様
々
に
認
識
さ
れ
る
事
を
述
べ
て
い
る
。
愚
者
は
実
の
声
と
思
い
、
智
者
は
実
で
は
な
く
反
響
と
解
す
。
ま
た
、
響
声
を

聞
い
て
、怒
っ
た
り
、或
い
は
喜
ん
だ
り
し
て
、人
に
よ
っ
て
そ
の
受
け
取
り
方
は
一
様
で
は
な
い
。『
大
日
經
疏
』
の
「
響
喩
」
の
記
述
に
「
無

智
の
人
は
謂
う
て
實
あ
り
と
す
。
智
者
は
念
す
ら
く
是
の
聲
は
人
の
作
す
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
但
し
聲
轉
ず
る
を
以
て
の
故
に
、
更
に
響
聲

あ
っ
て
人
の
耳
根
を
誑
か
す
。」
五
十
二
と
あ
る
。

　

第
五
句
・
六
句
「
因
縁
を
尋
ね
覓も

と

む
れ
ど
も
曾
て
性
無
し
、
不
生
不
滅
に
し
て
終
始
無
し
」
と
第
七
句
・
八
句
「
一
心
に
安
住
す
れ
ば
分

別
す
る
こ
と
無
し
、
内
風
外
風
吾
が
耳
を
誑た

ぶ

ら
か
す
」
は
、「
響
喩
」
の
三
密
に
よ
る
観
想
に
よ
っ
て
、
達
す
る
境
地
を
述
べ
て
い
る
。
木

霊
な
ど
全
て
の
現
象
・
声
響
は
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
観
念
し
、
そ
れ
は
つ
ま
る
所
、
自
性
が
無
く
、
生
じ
ず
、
滅
せ
ず
、
終
わ
り
も
始

め
も
な
い
事
と
覚
る
事
で
あ
る
。
そ
の
境
地
は
、
万
有
の
実
体
に
し
て
、
究
極
の
根
底
た
る
実
の
心
に
安
住
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、

分
別
な
く
混
然
一
体
の
実
世
界
を
感
得
で
き
、
自
己
か
ら
生
じ
る
音
声
や
外
部
か
ら
生
じ
る
木
霊
に
誑
か
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
『
大
日
經
疏
』
の
「
響
喩
」
の
記
述
に
「
真
言
者
は
瑜
伽
の
中
に
於
て
、
…
亦
當
に
響
の
喩
を
以
て
、
此
れ
を
觀
察
す
べ
し
。
但
し
三
密

の
衆
縁
に
從
っ
て
、
而
も
有
な
り
。
是
の
事
は
生
に
非
ず
、
有
に
非
ず
、
無
に
非
ず
、
是
の
故
に
中
に
於
て
、
妄
り
に
戲
論
を
生
ず
べ
か
ら

ず
と
。
爾
の
時
に
、
自
ら
音
聲
の
慧
の
法
門
に
入
る
」
と
あ
る
五
十
三
。　
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七　
「
詠
水
月
喩
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
月
の
喩
を
詠
ず

七
―
１　

原
文
と
書
下
し
文　
　

桂
影●

團
團○

寥
廓●

◎

飛　
　

千
河○

萬
器●

各●

分○
◎

暉　
　
　

桂
影
團
團
と
し
て
寥
廓
に
飛
び
、
千
河
萬
器
各お

の
おの

暉ひ
か
り

を
分わ

か

つ　

法
身○

寂
寂●
大
空○

住●

　
　

諸
趣●

衆
生○

互
入●

◎

歸　
　
　

法
身
寂
寂
と
し
て
大
空
に
住
す
れ
ば
、
諸
趣
の
衆
生
互
い
に
歸
に
入
る

水
中○

圓
鏡●

是●

偽●
●

物　
　

身
上●

吾
我●

亦
復●

非◎

　
　
　

水
中
の
圓
鏡
は
是
れ
偽
物
、
身
上
の
吾
我
も
亦
た
復
た
非
な
り

如
如◁

不
動●

爲
人〇

●説　
　

兼
著●

如
來○

大●

〇悲
衣◎

　
　
　

如に
ょ

如に
ょ

不
動
に
し
て
人
の
爲
に
説
き
、
兼
ね
て
如
来
大
悲
の
衣
を
著き

よ

　

七
言
八
句
古
体
詩
。
押
韻
は
上
平
声
第
八
微
韻
。
平
仄
は
第
六
句
に
二
四
不
同
の
不
調
、
第
五
句
・
八
句
に
二
六
通
の
不
調
、
第
五
句
に

下
三
連
の
キ
ズ
が
あ
る
。

七
―
２　

解
釈

　
「
水
月
」
は
『
大
日
經
』
に
「
月
の
出
づ
る
に
因
る
が
故
に
、
浄
水
を
照
し
て
月
の
影
像
を
現
ず
る
が
如
く
、
是
の
如
く
真
言
の
水
月
の

喩
を
以
て
、
彼
の
持
明
者
は
當
に
是
の
如
く
説
く
べ
し
五
十
四
」
と
あ
り
、
月
が
水
に
映
っ
て
い
る
影
像
を
云
う
。

　

第
一
句
・
二
句
「
桂
影
團
團
と
し
て
寥
廓
に
飛
び
、
千
河
萬
器
各お

の
おの
暉ひ

か
り
を
分わ

か

つ
」
は
満
月
の
影
像
が
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
映
え
て
い
る
情

景
を
云
う
。
満
月
が
虚
空
に
輝
き
渡
り
、
あ
ら
ゆ
る
河
湖
や
大
小
の
水
を
た
た
え
た
全
て
の
器
物
に
、
そ
の
影
像
が
照
り
映
え
て
い
る
。『
大

日
經
疏
』
の
「
水
月
喩
」
に
「
又
一
切
の
江
河
井
池
、
大
小
の
諸
器
に
、
月
も
亦
來
ら
ず
。
水
も
亦
去
ら
ざ
れ
ど
も
、
而
も
浄
月
は
能
く
一

輪
を
以
て
、
普
く
衆
水
の
中
に
入
る
が
如
く
、
五
十
五
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
第
二
句
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
の
表
現
で
あ
る
。
第
一
句
「
團
團
」

は
丸
い
さ
ま
を
云
う
、
こ
こ
で
は
満
月
の
状
態
を
示
し
て
い
る
。

　

第
三
句
・
四
句
「
法
身
寂
寂
と
し
て
大
空
に
住
し
、諸
趣
の
衆
生
互
い
に
歸
に
入
る
」
は
、大
日
如
来
の
住
處
た
る
大
空
の
境
地
に
至
れ
ば
、

輪
廻
し
て
六
道
に
往
来
す
る
衆
生
も
同
じ
く
法
性
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
千
河
萬
器
に
満
月
が
映
る
が
如
く
、
衆
生
の
自
心
に
諸

仏
現
前
し
、
互
い
に
帰
入
感
応
し
て
、
仏
と
各
々
の
自
心
と
が
一
体
の
境
地
に
入
る
。
第
四
句
「
諸
趣
」
は
輪
廻
し
て
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
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修
羅
・
人
間
・
天
上
に
趣
き
住
む
六
つ
世
界
。
六
道
と
同
じ
で
あ
る
。

　

第
五
句
・
六
句
「
水
中
の
圓
鏡
は
是
れ
偽
物
、
身
上
の
吾
我
も
亦
た
復
た
非
な
り
」
と
第
七
句
・
八
句
「
如に

ょ

如に
ょ

不
動
に
し
て
人
の
爲
に
説

き
、
兼
ね
て
如
来
大
悲
の
衣
を
著き

よ
」
の
四
句
は
水
月
喩
を
観
想
し
て
覚
っ
た
境
地
を
、
人
の
為
に
説
く
慈
悲
の
菩
薩
行
を
勧
奨
し
て
い
る
。

水
に
映
る
満
月
の
影
像
は
か
き
回
せ
ば
像
が
消
え
、
偽
物
と
判
る
如
く
、
心
に
有
り
と
思
う
吾
我
も
智
恵
の
杖
で
心
水
を
か
き
回
せ
ば
、
実

体
が
無
い
と
覚
り
、
生
滅
変
化
し
な
い
不
動
の
真
実
の
す
が
た
が
現
前
す
る
。
そ
の
覚
っ
た
境
地
を
、
人
を
救
う
た
め
に
説
き
、
仏
の
広
大

な
慈
悲
を
持
っ
て
菩
薩
行
を
実
践
す
べ
き
あ
る
。
此
の
四
句
は
『
大
日
經
疏
』
の
「
水
月
喩
」
の
主
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
抜

粋
す
る
。「
復
次
に
譬
え
ば
、
静
水
の
中
に
月
の
影
を
見
る
。
水
を
擾か

く
時
に
は
、
則
ち
見
え
ず
。
無
明
の
心
は
、
静
水
の
中
に
、
吾
我
驕

慢
の
諸
の
結
使
の
影
を
見
る
。
實
智
恵
の
杖
も
て
、
心
水
を
擾
く
時
に
は
、
則
ち
見
え
ず
。
…
三
密
の
方
便
に
よ
っ
て
、
自
心
澄
浄
な
る
が

故
に
、
諸
佛
の
密
嚴
海
會
は
、
悉
く
中
に
於
て
現
じ
、
或
は
自
ら
如
意
珠
の
身
を
以
て
、
一
切
衆
生
の
心
水
の
中
に
於
て
現
ず
。
爾
の
時
に
、

諦
に
之
を
想
觀
す
べ
し
。
…
既
に
能
く
自
ら
其
の
意
を
静
め
よ
。
復
當
に
如
如
不
動
に
し
て
、人
の
爲
め
に
之
を
演
説
す
べ
し
。」五
十
六
。「
密

嚴
海
會
」
は
大
日
如
来
の
浄
土
で
あ
る
諸
仏
が
集
ま
る
曼
荼
羅
。
第
七
句
「
如
如
」
は
仏
教
語
。
そ
の
よ
う
に
あ
る
こ
と
。
あ
り
の
ま
ま
の

こ
と
。
真
実
の
す
が
た
。
生
滅
変
化
し
な
い
も
の
。
真
如
と
同
義
で
あ
る
。

八　
「
詠
如
泡
喩
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
泡
の
喩
を
詠
ず

八
―
１　

原
文
と
書
下
し
文

天
雨●

濛
濛〇

天
上●

◎

來　
　

水
泡◁

種
種●

水●

〇中
開◎

　
　
　

天
雨
濛
濛
と
し
て
天
上
よ
り
來
れ
ば
、
水
泡
種
種
に
し
て
水
中
に
開
く　

乍
生〇

乍
滅●

不
離○

●

水　
　

求
自●

求
他○

自
業●

◎

裁　
　
　

乍
ち
に
生
じ
乍
ち
に
滅
す
れ
ど
も
水
を
離
れ
ず
、
自
に
求
め
他
に
求
む
る
に
、
自
業
を
裁こ

と
はる

即
心○

變
化●

不
思○

●

議　
　

心
佛●

作
之○

莫
恠●

◎

猜　
　
　

即
心
の
變
化
は
不
思
議
な
り
、
心
佛
之
を
作な

す
恠か

い

猜さ
い

す
る
こ
と
莫
れ

萬
法●

自
心○

●
●

●

本
一
體　
　

不
知○

此
義●

尤
可●

◎

哀　
　
　

萬
法
と
自
心
と
は
本
よ
り
一
體
な
り
、
此
の
義
を
知
ら
ざ
る
は
尤
も
哀
む
べ
し　

　

七
言
八
句
古
体
詩
。
押
韻
は
上
平
声
第
十
六
咍
韻
。
平
仄
は
第
八
句
に
二
六
通
の
不
調
、
第
七
句
に
下
三
連
の
キ
ズ
が
あ
る
。
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八
―
２　

解
釈

　
「
如
泡
」は『
大
日
經
』に「
天
よ
り
雨
を
降
し
て
泡
を
生
ず
る
が
如
く
、彼
の
真
言
の
悉
地
の
種
々
の
變
化
も
、當
に
知
る
べ
し
、亦
爾
な
り
」

と
あ
る
。「
泡
」
は
雨
の
水
滴
が
水
溜
り
等
の
水
面
に
落
ち
て
泡
立
つ
浮
泡
の
事
で
あ
る
五
十
七
。

　

第
一
句
・
二
句
「
天
雨
濛
濛
と
し
て
天
上
よ
り
來
れ
ば
、
水
泡
種
種
に
し
て
水
中
に
開
く
」
と
第
三
句
・
四
句
「
乍
ち
に
生
じ
乍
ち
に
滅

す
れ
ど
も
水
を
離
れ
ず
、
自
に
求
め
他
に
求
む
る
に
、
自
業
裁こ

と
はる

」
の
四
句
は
浮
泡
の
情
景
を
叙
し
、
こ
れ
ら
の
現
象
も
ま
た
そ
れ
自
体
の

縁
に
よ
っ
て
生
起
す
る
と
述
べ
る
。『
大
日
經
疏
』
の
「
浮
泡
喩
」
の
記
述
に
依
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
夏
時
の
雨
水
の
如
き
は
、
雨
水

の
中
よ
り
渧

し
た
た
りの

大
小
に
随
う
て
、
種
々
の
浮
泡
を
生
じ
、
形
類
は
各
異
り
、
然
も
水
性
は
一
味
な
れ
ど
も
、
自
ら
因
縁
の
爲
に
種
々
の
形
と

な
る
。
而
も
四
句
以
て
推
求
す
る
に
別
に
所
生
の
法
な
し
。
此
の
故
に
擧
體
縁
に
從
う
。」
五
十
八
と
あ
る
。「
夏
時
の
雨
水
」
は
激
し
く
濛
々

と
水
煙
を
上
げ
る
。「
四
句
」
は
「
四
不
生
」
の
事
で
あ
る
。

　

第
五
句
・
六
句
「
即
心
の
變
化
は
不
思
議
な
り
、
心
佛
之
を
作な

す
恠か

い

猜さ
い

す
る
こ
と
莫
れ
」
と
第
七
句
・
八
句
「
萬
法
は
自
心
に
し
て
本
よ

り
一
體
な
り
、
此
の
義
を
知
ら
ざ
る
は
尤
も
哀
む
べ
し
」
の
四
句
は
、
真
言
行
者
が
「
如
泡
喩
」
を
観
想
し
て
至
る
境
地
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
今
の
心
に
泡
の
様
相
の
如
く
不
思
議
な
変
化
を
現
前
さ
せ
る
が
、
こ
れ
ら
は
自
心
に
顕
現
す
る
仏
が
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

全
て
の
実
在
は
自
心
と
本
来
一
体
で
あ
る
事
を
覚
る
。
自
心
の
仏
の
成
す
こ
と
に
疑
い
思
い
惑
う
べ
き
で
な
く
、
そ
の
事
を
覚
ら
な
い
の
は

哀
れ
な
無
知
の
人
間
で
あ
る
と
説
く
。
第
六
句
「
心
佛
」
は
先
に
検
討
し
た
如
く
、
観
想
の
結
果
心
に
顕
現
す
る
仏
の
事
で
あ
る
。

　
『
大
日
經
疏
』
の
「
浮
泡
喩
」
に
「
泡
の
起
る
は
、
即
ち
こ
れ
水
の
起
る
な
り
。
泡
の
滅
す
る
は
、
即
ち
水
の
滅
な
り
。
故
に
此
れ
を
以

て
卽
心
の
變
化
に
喩
ふ
る
な
り
。
行
者
即
ち
自
心
を
以
て
佛
と
作
し
て
、
還
っ
て
心
佛
示
悟
の
方
便
を
蒙
り
、
無
量
の
法
門
に
轉
入
す
る
が

如
し
。
又
心
を
以
て
曼
荼
羅
と
爲
す
に
、
こ
の
境
と
心
は
縁
と
な
っ
て
、
能
く
種
種
の
不
思
議
の
變
化
を
作
す
。
是
の
故
に
、
行
者
は
浮
泡

の
喩
を
以
て
之
を
觀
じ
て
、
自
心
を
離
れ
ざ
る
こ
と
を
了
知
す
。」
五
十
九
と
あ
る
。
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九　
「
詠
虚
空
花
喩
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虚
空
花
の
喩
を
詠
ず

一
―
㈨
―
１　

原
文
と
書
下
し
文

空
花○
灼
灼●

有
何○

實●

　
　

無
色●

無
形○

但
有●

◎

名　
　
　

空
花
灼
灼
と
し
て
何
の
實
か
有
る
、
無
色
無
形
に
し
て
但
だ
名
の
み
有
り　

染
淨●

元
來○
不
能○

●

動　
　

雲
霧●

曀
晴○

名
濁●

清◎

　
　
　

染
淨
は
元
來
動
ず
る
こ
と
能
わ
ず
、
雲
霧
曀え

い

晴せ
い

す
る
を
濁
清
と
名
づ
く

實
相●

如
如◁
一●

●
●味

法　
　

迷
人○

妄
見●

三
界●

城◎

　
　
　

實
相　

如
如
に
し
て
一
味
の
法
な
り
、
迷
人
妄み

だ
りに

三
界
の
城
を
見
る

四
魔○

三
毒●

空
之○

幻●

　
　

莫
怖●

莫
驚○

除
六●

情◎

　
　
　

四
魔
三
毒
は
空
の
幻
な
り
、
怖
れ
る
こ
と
莫
く
驚
く
こ
と
莫
く
し
て
六
情
を
除
け

　

七
言
八
句
古
体
詩
。
押
韻
は
下
平
声
第
十
四
清
韻
。
平
仄
は
、
第
三
句
・
六
句
に
二
六
通
の
不
調
、
第
五
句
に
下
三
連
の
キ
ズ
が
あ
る
。

九
―
２　

解
釈

　
「
虚
空
花
」
は
、『
大
日
經
』
に
「
空
中
に
は
衆
生
も
無
く
、
壽
命
も
な
く
、
彼
の
作
者
も
不
可
得
な
り
。
心
迷
亂
す
る
を
以
て
の
故
に
、

是
く
の
如
く
の
種
種
の
妄
見
を
生
ず
る
が
如
し
」
六
十
と
あ
り
、
人
が
惑
乱
し
て
見
る
種
々
の
幻
影
を
、「
虚
空
華
」
で
象
徴
さ
せ
て
い
る
。

　

第
一
句
・
二
句
「
空
花
灼
灼
と
し
て
何
の
實
か
有
る
、
無
色
無
形
に
し
て
但
だ
名
の
み
有
り
」
は
、
空
中
に
美
し
く
咲
く
虚
空
華
は
実
体

が
無
く
、
実
際
の
虚
空
は
無
色
無
形
で
あ
る
か
ら
、
虚
空
華
は
認
知
で
き
な
い
名
の
み
の
幻
影
で
あ
る
。『
大
日
經
疏
』
に
「
釋
論
に
云
く
、

如
虚
空
と
は
、
謂
く
但
し
名
の
み
あ
っ
て
、
實
法
な
し
」
六
十
一
と
あ
る
。

　

第
三
句
・
四
句
「
染
淨
は
元
來
動
ず
る
こ
と
能
わ
ず
、
雲
霧
曀え

い

晴せ
い

す
る
を
濁
清
と
名
づ
く
」
と
第
五
句
・
六
句
「
如
如
に
し
て
一
味
の
法

な
り
、
迷
人
妄み

だ
りに
三
界
の
城
を
見
る
」
と
第
七
句
・
八
句
「
四
魔
三
毒
は
空
の
幻
な
り
、
怖
れ
る
こ
と
莫
く
驚
く
こ
と
莫
く
し
て
六
情
を
除

け
」
の
六
句
は
、
虚
空
を
心
の
実
相
に
比
し
て
表
現
し
て
い
る
。
虚
空
に
生
じ
る
雲
や
霧
、
曇
り
と
晴
を
、
人
は
濁
り
と
清
ら
か
さ
に
区
分

し
て
名
付
け
て
い
る
が
、
虚
空
は
元
来
、
そ
れ
ら
の
汚
れ
や
浄き

よ

さ
に
よ
っ
て
、
妨
げ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
、「
實
相
は
如

如
に
し
て
一
味
の
法
な
り
」
で
あ
る
。
即
ち
、心
に
あ
る
実
相
（
浄
虚
空
）
は
生
滅
変
化
せ
ず
差
別
な
く
平
等
で
あ
る
事
を
覚
る
。
だ
が
「
迷

人　

妄み
だ
り

に
三
界
の
城
を
見
る
」
如
く
、
迷
え
る
衆
生
は
三
界
を
輪
廻
し
、
い
た
ず
ら
に
俗
世
の
価
値
観
に
執
着
し
て
い
る
。「
四
魔
三
毒
は
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空
の
幻
な
り
」
と
観
じ
て
、「
怖
れ
る
こ
と
莫
く
驚
く
こ
と
莫
く
し
て
六
情
を
除
け
」
ば
、覚
り
の
境
界
（
淨
虚
空
）
に
入
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
『
大
日
經
疏
』
に
「
虚
空
の
性
は
常
に
清
浄
な
れ
ど
も
、
人
の
陰い

ん

曀え
い

を
謂お

も

う
て
不
浄
と
す
る
が
如
く
、
諸
法
も
亦
是
の
如
し
。
本
性
常
に

清
浄
な
れ
ど
、
淫
欲
・
瞋
恚
等
の
曀
の
故
に
、
人
は
不
浄
な
り
と
謂
へ
り
。
…
若
し
本
心
を
得
る
時
は
、
則
ち
此
の
事
生
ず
る
時
に
も
、
虚

空
を
染
せ
ず
、
滅
す
る
時
に
も
、
亦
還
っ
て
浄
な
る
に
非
ず
、
本
来
礙さ

ま
たへ

ず
、
亦
虚
空
に
異
ら
ず
と
知
る
。
行
者
は
觀
行
を
修
す
る
時
に
、

若
し
種
々
の
魔
事
と
、
種
々
の
業
煩
悩
の
境
と
あ
ら
ば
、
皆
當
に
心
を
此
の
喩
に
安
じ
て
、
淨
虚
空
の
如
く
す
べ
し
」
六
十
二
と
あ
る
。

十　
「
詠
旋
火
輪
喩
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旋せ
ん

火か

輪り
ん

の
喩
を
詠
ず

十
―
１　

原
文
と
書
下
し
文

火
輪○

隨
手●

方
與●

◎

圓　
　

種
種●

變
形○
任
意●

◎

遷　
　
　

火
輪
手
に
隨
い
て
方
と
な
り
圓
と
な
る
、
種
種
の
變
形
は
意
に
任
せ
て
遷う

つ

る　

一
種●

阿
字●

多
旋○

●

轉　
　

無
邊○

法
義●

○
○

◎

因
茲
宣　
　
　

一
種
の
阿
字
多
く
旋
轉
す
、
無
邊
の
法
義
茲
に
因
り
て
宣の

ぶ

　

七
言
四
句
古
体
詩
。
押
韻
は
下
平
声
第
二
仙
韻
。
平
仄
は
第
三
句
に
二
四
不
同
の
不
調
、
第
一
句
・
三
句
に
二
六
通
の
不
調
、
第
四
句
に

下
三
連
の
キ
ズ
が
あ
る
。
七
言
絶
句
と
は
言
い
難
く
古
体
詩
で
あ
ろ
う
。

十
―
２　

解
釈

　
「
旋
火
輪
」
は
『
大
日
經
』
に
「
譬
へ
ば
、
火
燼
の
若
し
人
執
持
し
て
手
に
在お

ひ

て
而
も
以
て
空
中
に
旋
轉
す
る
に
、
輪
の
像
生
ず
る
こ
と

有
る
が
如
し
」
六
十
三
と
あ
る
。
即
ち
、「
旋
火
輪
」
は
燃
え
て
い
る
焚
き
木
を
手
に
持
ち
、回
転
さ
せ
る
事
で
、火
の
輪
が
生
じ
る
状
態
を
云
う
。

　

第
一
句
・
第
二
句
「
火
輪
手
に
隨
い
て
方
と
な
り
圓
と
な
る
、
種
種
の
變
形
は
意
に
任
せ
て
遷う

つ

る
」
は
字
句
の
通
り
で
「
旋
火
輪
」
の
情

景
を
述
べ
て
い
る
。『
大
日
經
疏
』
の
「
旋
火
輪
」
の
記
述
に
「
人
の
火
燼
を
持
ち
て
、空
中
に
旋
轉
し
て
、種
々
の
相
を
作
す
こ
と
、或
は
方
、

或
は
圓
・
三
角
・
半
月
・
大
小
・
長
短
は
意
の
所
爲
に
随
う
。
愚
少
は
之
を
觀
て
、
實
事
と
以お

も
う爲

て
、
念
着
を
生
ず
。
然
も
實
に
は
都
て
法

生
じ
る
こ
と
な
し
。」
六
十
四
と
あ
る
。
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第
三
句
・
四
句
「
一
種
の
阿
字
多
く
旋
轉
す
、
無
邊
の
法
義
茲
に
因
り
て
宣の

ぶ
」
は
、
密
教
で
は
梵
字
の
阿
字
は
一
切
語
言
の
根
本
で
、

全
て
の
字
は
阿
字
か
ら
始
ま
り
、
一
切
法
教
の
本
源
と
し
て
、
大
日
如
来
の
種
字
と
し
て
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
さ
せ
て
い
る
六
十
五
。
従
っ
て
、
阿

字
は
自
由
自
在
に
量
り
が
た
く
限
り
な
い
法
義
を
示
す
。
そ
れ
は
即
ち
大
日
如
来
の
示
現
せ
し
め
た
真
実
の
姿
で
あ
る
と
、「
旋
火
輪
喩
」

を
観
想
し
て
覚
る
の
で
あ
る
。『
大
日
經
疏
』
の
「
旋
火
輪
」
の
記
述
に
「
真
言
行
者
は
、
若
し
瑜
伽
の
中
に
於
て
、
心
の
所
運
に
随
う
て
、

成
就
せ
ざ
る
こ
と
無
し
。
乃
至
、
一
の
阿
字
門
に
於
て
、
旋
轉
無
礙
に
し
て
、
無
量
の
法
門
を
成
す
。
爾
の
時
に
、
當
に
斯
の
觀
を
造な

す
べ

し
。」
六
十
六
と
あ
る
。

　

第
二
章　

跋
文
の
章
句
の
検
討

　
　
　
ま
え
が
き

　

跋
文
は
対
句
二
つ
を
含
む
駢
儷
文
で
あ
る
。
こ
の
文
の
主
旨
は
東
山
の
廣
智
禅
師
に
「
十
縁
生
句
」
を
観
想
し
て
得
ら
れ
る
成
果
の
説
明

を
し
て
、
真
言
密
教
の
ア
ッ
ピ
ー
ル
を
す
る
事
で
あ
る
が
、
跋
尾
の
「
覩
物
思
人
、
千
歳
莫
忘
」
は
意
味
の
取
り
が
た
い
章
句
で
あ
り
、
次

の
記
名
と
日
付
は
『
定
本
』
で
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
古
来
の
注
釈
書
は
記
名
部
分
を
「
上
都
冀
神
護
国
祚
」
と
し
て
、
日
付
と
記
名
の

記
載
は
無
い
。
本
章
で
は
ま
ず
本
文
の
解
釈
を
し
て
、次
に
跋
尾
部
分
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
跋
尾
部
分
は
二
重
線
を
引
い
て
明
示
す
る
。

尚
、
対
句
に
は
傍
線
を
引
い
て
い
る
。

一　

原
文
と
書
下
し
文

此
是
十
喩
詩
、
修
行
者
之
明
鏡
、
求
佛
人
之
舟
筏
。　
　
　
　

此
れ
是
の
十
喩
の
詩
は
、
修
行
者
の
明
鏡
、
求
佛
人
の
舟

し
ゅ
う

筏ば
つ

な
り

一
誦
一
諷
與
塵
巻
而
含
義
、 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
誦
一
諷
す
れ
ば
塵
巻
と
與と

も

に
し
て
義
を
含
み
、

一
観
一
念
將
沙
軸
以
得
理
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
観
一
念
す
れ
ば
沙
軸
と
將と

も

に
し
て
以
っ
て
理
を
得う

。

故
揮
翰
札
、
以
贈
東
山
廣
智
禪
師
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

故
に
翰
札
を
揮
い
、
以
っ
て
東
山
の
廣
智
禪
師
に
贈
る
。
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覩
物
思
人
、
千
歳
莫
忘
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

物
を
覩み

て
は
人
を
思
い
、
千
歳
に
忘
る
る
こ
と
莫
れ
。

上
都
神
護
国
祚
眞
言
寺
沙
門
少
僧
都
遍
照
金
剛
。　
　
　
　
　

上
都
神
護
国
祚
眞
言
寺
沙
門
少
僧
都
遍
照
金
剛
。

天
長
肆
年
参
月
壹
日
書
之
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
長
肆し

年
参
月
壹
日
之
を
書
す
。

二　

解
釈

　

第
一
対
句
「
修
行
者
の
明
鏡
、
求
佛
人
の
舟
し
ゅ
う

筏ば
つ

な
り
」
は
、
修
行
者
に
と
っ
て
、
十
縁
生
句
が
覚
り
へ
の
道
を
照
ら
す
鏡
で
あ
り
、
涅
槃

に
運
ぶ
舟
や
筏
で
あ
る
と
い
う
。「
明
鏡
」
は
仏
教
語
、
多
数
の
用
例
が
あ
る
。『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
曼
荼
羅
具
縁
真
言
品
」
に
「
俯

し
て
法
界
の
大
海
を
觀
る
こ
と
、
明
鏡
を
視
る
が
如
く
に
し
て
」
六
十
七
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

第
二
対
句
「
一
誦
一
諷
す
れ
ば
塵
巻
と
與と

も

に
し
て
義
を
含
み
、
一
観
一
念
す
れ
ば
沙
軸
と
將と

も

に
し
て
以
っ
て
理
を
得う

。」
は
、
畳
句
を
用

い
て
、
対
句
に
し
て
い
る
。
こ
の
十
喩
詩
を
読
誦
す
れ
ば
、
無
数
の
仏
典
の
真
義
を
知
る
事
と
同
じ
効
果
が
あ
る
。
ま
た
、「
十
縁
生
句
」

を
観
想
す
れ
ば
、
万
巻
の
仏
典
の
真
理
を
会
得
す
る
事
と
等
し
い
。
と
、
読
誦
・
観
想
の
効
能
を
述
べ
て
い
る
。「
塵
巻
」「
沙
軸
」
は
対
語

で
無
数
の
仏
典
の
事
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
用
例
の
見
当
た
ら
な
い
語
句
で
あ
る
。『
便
蒙
』
は
「
塵
ハ
謂
ク
微
塵
數
。
沙
ハ
謂
ク
恒
河
沙
也
」

と
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
仏
典
で
無
数
・
無
尽
・
無
限
数
の
例
え
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、『
便
蒙
』
の
解
釈
に
従
う
。「
微
塵
數
巻
子
」「
恒

河
沙
巻
軸
」
の
空
海
流
の
省
略
語
で
あ
ろ
う
。

　
「
故
に
翰
札
を
揮
い
、
以
っ
て
東
山
の
廣
智
禪
師
に
贈
る
」
は
、
こ
の
故
に
筆
を
揮
っ
て
東
山
の
廣
智
禅
師
に
こ
の
詩
を
贈
る
と
詩
の
贈

呈
先
を
明
示
し
て
い
る
。「
廣
智
禅
師
」
は
古
来
、
未
詳
と
さ
れ
て
い
る
。『
便
蒙
』
は
『
元
亨
釋
書
』
か
ら
引
い
て
、
下
野
の
都
賀
郡
の
大

慈
寺
の
僧
で
、第
三
代
天
台
座
主
圓
仁
の
最
初
の
師
僧
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
近
来
は
武
内
孝
善
教
授
が「
弘
法
大
師
を
め
ぐ
る
人
々

㈠
―
広
智
―
」で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、『
便
蒙
』の
推
定
の
通
り
、廣
智
禅
師
は
下
野
の
大
慈
寺
の
僧
で
あ
る
と
検
証
さ
れ
て
、

律
宗
の
道
忠
の
弟
子
で
、
最
澄
か
ら
大
同
五
年
に
三
部
三
昧
耶
の
印
信
を
受
け
て
、
以
後
、
天
台
教
学
―
法
華
一
乗
を
信
奉
し
、
圓
仁
の
み

な
ら
ず
、
弟
子
の
安
恵
及
び
孫
弟
子
の
圓
珍
も
天
台
座
主
に
就
任
し
た
よ
う
に
、
天
台
宗
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
人
物
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
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三　
「
覩
物
思
人
、
千
歳
莫
忘
」
の
検
討

　
「
物
を
覩み

て
は
人
を
思
い
、
千
歳
に
忘
る
る
こ
と
莫
れ
」
は
「
万
物
を
見
て
は
、
人
を
思
い
慕
う
、
永
久
に
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
」
の
意

味
で
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
、
文
脈
か
ら
考
え
る
と
意
味
の
く
み
取
り
難
い
章
句
で
あ
る
。
古
来
そ
の
解
釈
に
苦
心
し
た
ら
し
く
、
種
々

の
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。
以
下
に
掲
げ
て
検
討
す
る
。

㈠
『
緘
石
鈔
』

　
　

覩
物
思
人
者
、
或
云
、
此
是
十
喩
詩
者
非
二
大
師
ノ
作
ニ一

然
ト
モ
大
師
常
ニ
覩
玉
ニ

レ

之
與
二
塵
巻
将
沙
軸
一
義
理
深
キ
詩
ナ
ル
ガ
故
ニ
思
フ
ト

二

作
人
ノ

　
　

徳
ヲ一

云
意
也
云
々
。
又
或
、
雖
ト
モ

二

大
師
ノ
作
ナ
リ
ト

一　

常
ニ
覩
玉
ニ

レ

之
此
ノ
詩
者
修
行
者
之
名
鏡
ナ
リ
、
故
ニ
贈
ル
ト

二

廣
智
禅
師
ニ一

歟
云
々
。

　
　

千
歳
～
國
祚
者
此
詩
ヲ
千
歳
ニ
莫
レレ

忘
ル
コ
ト
上
ハ
都
テ
冀
フ
ト

二

神
ノ
守
護
国
家
ノ
宝
祚
ヲ一

云
義
也　

　
「
物
」
を
こ
の
詩
と
解
釈
し
、
他
作
或
い
は
自
作
と
し
て
常
に
此
の
詩
を
観
賞
し
て
、
作
者
或
い
は
廣
智
禅
師
の
事
を
思
う
と
し
て
い
る
。

「
千
歳
莫
忘
」
は
次
の
文
「
上
都
冀
神
護
国
祚
」
と
結
び
つ
け
て
解
釈
を
し
て
い
る
。

㈡
『
便
蒙
』

　
　

覩ミ
テ

ハレ

物
ヲ
思
フレ

人
ヲ
、
千
歳
ニ
莫
レレ

忘
ル
ル
コ
ト

　

返
り
点
・
送
り
仮
名
の
記
載
だ
け
で
解
釈
は
さ
れ
て
い
な
い
。

㈢
『
真
別
聞
書
』

　
　

覩
物
思
人
言
ハ
、
見
二
此
詩
ヲ一

我
カ
死
後
ニ
モ
我
レ
ヲ
思
ヒ
出
サ
ン
ト
也
。
文
―
十
六
歎
逝
賦
曰
覽
前
物
而
懷
レ
之
六
十
八
、
此
語
勢
也
。

　
　

千
歳
ハ
千
秋
万
歳
之
後
ト
云
テ
同
乄
云
二
死
後
ヲ一

云
二
千
歳
ト一

。

　
「
物
」
を
此
の
詩
と
す
る
の
は
『
緘
石
鈔
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、『
文
選
』
第
十
六
巻
所
載
の
陸
機
「
歎
逝
賦
」
を
引
き
、「
物
」
は
「
前
物
」

と
し
て
、
遺
品
と
解
釈
し
、「
人
」
は
空
海
自
身
と
解
釈
し
て
、
こ
の
詩
を
見
て
我
が
死
後
も
思
い
出
し
て
欲
し
い
と
し
て
い
る
。
そ
の
解

釈
を
引
き
継
ぎ
、「
千
歳
」
を
「
千
歳
之
後
」「
千
秋
万
歳
之
後
」
と
解
し
、
死
後
の
意
味
に
解
釈
し
て
い
る
。

㈣
『
私
記
』

　
　

覩
物
等
ト
ハ
形
身
ナ
ル
ヘ
シ
ト
云
意
ヲ
述
ル
也
。
覩
物
ト
ハ
觸
テ二

萬
物
一
依
レ
夫
レ
ニ
思
フレ

人
義
也
。
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章
句
全
体
で
形
見
の
意
味
と
し
て
い
る
が
、
詳
し
い
説
明
が
な
い
の
で
理
解
し
が
た
い
。
し
か
し
、「
覩
物
思
人
」
に
つ
い
て
は
正
し
く

解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
、
な
お
さ
ら
上
記
の
形
身
と
し
て
い
る
理
由
が
判
ら
な
い
。

　

他
の
古
来
の
注
釈
書
の『
略
注
』『
集
注
』『
聞
書
』『
集
鈔
』は
こ
の
章
句
の
記
載
が
な
く
、解
釈
を
し
て
い
な
い
。
近
来
で
は
、『
性
靈
集
講
義
』

は
「
此
の
書
を
見
て
は
我
が
此
の
十
喩
を
作
り
し
意
図
を
思
い
考
え
て
千
歳
の
後
の
人
々
も
我
が
意
中
を
忘
れ
ざ
ら
ん
こ
と
を
」
と
し
て
い

る
。
こ
の
坂
田
師
の
和
訳
は
先
の
『
真
別
聞
書
』
等
古
来
の
注
釈
書
を
勘
案
し
て
の
解
釈
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
「
覩
物
思
人
」
の
用
例
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
筆
者
が
調
べ
た
限
り
で
は
、
用
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』

六
十
九
に
五
例
、『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』
七
十
に
一
例
、『
全
唐
詩
』
七
十
一
に
八
例
見
い
だ
せ
る
。
以
下
に
代
表
的
と
思
わ
れ
る
も
の
を
挙
げ
る
。

①
石
崇
「
答
棗
腆
詩
」
第
一
句
・
二
句
「
言
念
將
別
、
覩
物
傷
情
（
念お

も
ひ

を
言
ひ
て
將
に
別
れ
ん
と
す
、
物
を
覩
て
は
情こ

こ
ろ

を
傷
む
）」
七
十
二

②
張
載
「
無
題
詩
」
第
十
三
・
十
四
句
「
覩
物
識
時
移
、顧
已
知
節
變
（
物
を
覩
て
は
時
の
移
る
を
識
り
、已
を
顧
り
み
て
節
の
變
る
を
知
る
）」

七
十
三

③
謝
惠
連
「
前
緩
聲
歌
」
序
「
羲
和
纖
阿
去
嵯
峨
、
覩
物
知
命
、
使
余
轉
欲
悲
歌
（
羲
和
纖
阿
嵯
峨
を
去

う
つ
り
ゆく

、
物
を
覩
て
は
命
を
知
る
、
余

を
使し

て
轉

う
た
た

悲
歌
を
欲
せ
し
む
）」
七
十
四

「
羲
和
」
は
太
陽
の
御
者
。「
纖
阿
」
は
月
の
御
者
。「
嵯
峨
」
は
高
き
と
こ
ろ
。

④
高
延
宗
「
經
墓
興
感
詩
」
第
五
句
・
六
句
「
覩
物
令
人
感
、
目
極
使
魂
驚
（
物
を
覩
て
は
人
を
し
て
感
ぜ
令せ

し

む
、
目
極
は
ま
り
て
魂
を
驚

か
使
む
）
七
十
五

⑤『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』
北
魏
「
河
文
獻
王
之
誌
銘
」「
昇
高
覩
物
、
在
興
而
作
（
高
き
に
昇
り
て
物
を
覩
て
は
、
興
在
り
て
作
る
七
十
六

⑥
高
適
「
三
君
詠
并
序
」
序
の
文
尾
「
睹
物
增
懷
、
遂
為
三
君
詠
（
物
を
睹
て
は
懷
さ
が
增
し
、
遂
に
三
君
の
為
に
詠
ず
）」
七
十
七

以
上
の
用
例
を
考
え
る
と
「
物
」
は
万
物
・
風
物
の
意
で
あ
る
が
、
そ
の
対
象
は
別
れ
た
時
の
情
景
・
秋
の
風
景
・
日
月
の
運
行
・
墓
地
を

巡
っ
た
時
の
風
物
・
旧
館
旧
跡
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
眺
め
見
て
、
感
懐
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
状
態
を
表
現
す
る
の
に
「
覩
物
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
個
々
の
具
体
的
な
事
物
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
対
象
全
体
を
眺
め
見
た
時
、
記
述
者
本
人

に
感
懐
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
感
懐
は
別
離
の
情
・
時
の
移
り
替
り
・
天
命
の
態
様
・
人
間
の
死
後
・
懐
旧
等
で
あ
る
。

　

先
に
古
来
・
近
来
の
注
釈
を
検
討
し
た
が
、多
少
の
違
い
は
あ
る
に
し
ろ
、「
物
」
は
此
の
書
で
あ
り
、「
人
」
は
空
海
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
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即
ち
、「
覩
物
思
人
」
は
「
覩
書
思
我
」
と
同
じ
で
、
覩
る
人
は
記
述
し
た
本
人
で
は
な
く
廣
智
禅
師
で
あ
る
と
の
解
釈
で
あ
る
。
空
海
が

そ
の
よ
う
な
意
図
で
、
間
接
表
現
を
し
た
と
す
れ
ば
、
先
に
検
討
し
た
用
例
と
は
異
な
る
用
法
に
な
る
。
次
句
「
千
歳
莫
忘
」
を
勘
案
す
れ

ば
、
こ
の
よ
う
な
用
法
が
成
り
立
つ
か
も
し
れ
な
い
と
も
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
具
体
的
事
物
を
直
接
に
表
現
し
な
い
が
、
此
の
書
や
空

海
等
の
固
有
の
事
物
を
、
実
際
に
暗
示
す
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
個
物
を
間
接
に
表
現
す
る
為
に
用
い
て
い
る
よ
う
な
「
覩
物
思
人
」
の
用

例
を
、
筆
者
は
力
不
足
の
為
か
、
他
に
見
出
す
事
が
出
来
な
い
。

　

筆
者
の
何
の
根
拠
も
な
い
勝
手
な
推
測
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、空
海
は
こ
の
跋
文
の
文
脈
上
で
は
こ
の
章
句
を
用
い
て
い
な
い
。
即
ち
、

何
か
の
手
違
い
に
よ
り
竄
入
し
た
と
考
え
る
と
用
例
と
矛
盾
し
な
い
事
に
な
る
。
或
い
は
、
空
海
が
先
の
用
例
の
用
法
を
存
知
し
て
い
て
、

こ
の
よ
う
な
異
な
る
用
法
を
用
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
浅
学
非
才
の
筆
者
に
は
何
と
も
判
断
が
つ
き
か
ね
る
。
と
も
か
く
、
こ
の
章
句
に
は

疑
問
が
残
る
事
の
指
摘
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

四　

記
名
と
日
付
の
検
討

　
「
上
都
神
護
国
祚
眞
言
寺
沙
門
少
僧
都
遍
照
金
剛
」
は
空
海
の
記
名
で
あ
る
。「
上
都
」
は
天
子
の
居
る
都
、
即
ち
京
都
の
事
で
あ
る
。
班

固
「
西
都
賦
」
に
「
寔
用
西
遷
、
作
我
上
都
（
寔こ

こ

を
用も

っ

て
西
に
遷
り
、
我
が
上
都
を
作
れ
り
）」
七
十
八
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
神
護
国
祚
眞

言
寺
」
は
神
護
寺
の
正
式
な
寺
名
で
あ
る
。
天
長
元
年
定
額
寺
に
な
っ
た
時
に
空
海
が
命
名
し
た
七
十
九
。
こ
の
十
喩
詩
の
作
成
日
時
の
天
長

四
年
三
月
の
時
点
で
空
海
は
少
僧
都
で
あ
っ
た
八
十
。

　

伝
存
さ
れ
て
い
る
主
な
写
本
は
記
名
と
日
付
が
無
く
、
単
に
「
上
都
冀
神
護
国
祚
」
の
七
字
の
み
で
終
わ
っ
て
い
る
。
記
名
と
日
付
が
記

述
さ
れ
て
い
る
の
は
、
本
論
の
原
文
の
『
定
本
』
と
『
弘
法
大
師
全
集
』
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
少
数
派
で
あ
る
。

　
『
定
本
』
は
底
本
に
東
寺
観
智
院
所
蔵
の
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
と
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
の
刊
本
『
性
靈
集
』
を
用
い
て
い
る
が
、

そ
の
刊
本
に
は
同
じ
く
記
名
と
日
付
が
無
く
「
上
都
冀
神
護
国
祚
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
『
弘
法
大
師
全
集
』（
密
教
文
化
研
究
所
・

明
治
四
十
三
年
十
二
月
初
版
発
行
）
に
依
拠
し
て
、
記
名
と
日
付
の
部
分
を
補
っ
て
い
る
。

　
『
弘
法
大
師
全
集
』（
第
三
輯
・
五
六
二
頁
）
は
醍
醐
三
寶
院
所
蔵
座
主
准
三
宮
義
演
僧
正
所
持
の
一
字
半
印
本
と
印
融
法
印
所
持
本
を
主
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に
、
實
翁
『
集
鈔
』
や
『
便
蒙
』
な
ど
や
流
布
の
数
種
の
印
本
と
校
合
し
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
十
喩
詩
は
更
に
「
世
間
流
布
の
石
摺
本
を

以
っ
て
対
校
し
、
且
つ
其
の
跋
文
は
京
都
東
寺
所
蔵
の
大
師
真
蹟
の
本
を
以
っ
て
対
校
せ
り
」
と
記
述
し
て
い
る
。
そ
し
て
記
名
部
分
と
日

付
の
二
十
九
字
を
補
い
、「
矣
上
都
神
護
国
祚
眞
言
寺
沙
門
少
僧
都
遍
照
金
剛
。
天
長
肆
年
参
月
壹
日
書
之
。」
と
記
載
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

記
名
と
日
付
の
根
拠
は
こ
の
東
寺
所
蔵
の
真
蹟
と
さ
れ
る
『
跋
尾
』
に
あ
る
。

　

こ
の
『
跋
尾
』
は
天
地
二
十
八
・
九
セ
ン
チ
、
長
さ
一
四
五
・
九
セ
ン
チ
の
巻
物
で
三
十
四
字
が
残
っ
て
い
る
。
初
め
の
八
行
「
人
千
歳
／

莫
忘
矣
／
上
都
國
（
＊
）
／
神
護
國
／
祚
真
言
／
寺
沙
門
少
／
僧
都
遍
／
照
金
剛
」
の
二
十
五
字
は
草
書
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
中
の
「
上

都
」
の
次
の
「
國
」
は
傍
点
が
あ
る
。
小
さ
く
て
見
難
い
が
、「
見
せ
消
し
」
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
五
行
「
天
長
／
肆
年
／
参
月
／
壹
日

／
書
也
」
の
十
字
は
雑
書
体
で
あ
る
。

　
『
跋
尾
』
は
書
簡
と
し
て
は
少
し
奇
異
な
形
態
を
し
て
い
る
が
、
伝
来
の
経
緯
等
は
不
明
で
あ
る
。
又
、
書
家
に
よ
っ
て
、
真
蹟
か
ど
う

か
問
題
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
書
家
で
も
な
い
筆
者
が
立
ち
入
る
問
題
で
は
な
い
の
で
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
し
か
し
、
真
贋
い
ず
れ

に
し
て
も
、
記
名
と
日
付
が
伝
存
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

古
来
の
注
釈
書
は
、
末
尾
に
「
上
都
冀
神
護
国
祚
」
を
採
用
し
、
注
釈
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
注
釈
書
に
よ
っ
て
、
異
本
等
と
し
て
、

記
名
或
い
は
日
付
な
ど
の
伝
来
の
事
実
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
事
は
、
一
部
の
写
本
に
、
記
名
と
日
時
の
記
述
が
引
き
継
が
れ
、
古
く
か

ら
伝
存
さ
れ
て
き
た
事
を
示
し
て
い
る
。
次
に
そ
れ
ら
の
記
述
を
挙
げ
て
検
討
す
る
。

㈠
『
緘
石
鈔
』

　
　

異
本
ニ
神
護
国
祚
眞
言
寺
沙
門
少
僧
都
遍
照
金
剛
云
々

　

前
節
で
記
載
し
た
が
、
本
文
は
「
千
歳
莫
忘
」
と
「
上
都
冀
神
護
国
祚
」
を
合
わ
せ
、
一
章
句
と
し
て
、
解
釈
を
し
て
い
る
が
、
異
本
を

挙
げ
て
記
名
部
分
を
記
載
し
て
い
る
。
日
付
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
異
本
が
何
か
は
記
載
が
な
く
不
明
で
あ
る
。

㈡
『
便
蒙
』

上
都
已
下
古
本
作
ル二

上
都
神
護
国
祚
眞
言
寺
沙
門
少
僧
都
遍
照
金
剛
。
天
長
四
年
参
月
壹
日
書
ニ一

。
又
撿
ル
ニ

二

見
行
ノ
摹
本
ヲ一

。
都
神
ノ
中
間

ニ
有
下
似
タ
ル

二

國
字
ニ一

者
ノ
一
字
上
。
恐
ハ
誤
書
ナ
ラ
ン
矣
。
摹
本
ニ
ハ
往
ニ々
有
二
衍
字
一
矣
。
推
ス
ル
ニ
摹
ス
ル
カ

二　

藁
本
ヲ一

也



高野山大学密教文化研究所紀要　第 27 号　58

　

本
文
で
は
「
上
都
冀
フ
へ
シ

二　
　

神
護
ヲ
国
祚
ニ一

」
と
し
て
い
る
。
注
釈
で
は
、
古
本
か
ら
の
引
用
と
し
て
、
ほ
ぼ
『
定
本
』
の
通
り
の
語
句
を
記

載
し
て
い
る
が
、
現
在
の
模
本
に
は
し
ば
し
ば
余
分
な
字
が
あ
り
、
草
稿
か
ら
写
し
た
と
思
わ
れ
る
と
し
て
、「
上
都
冀
神
護
国
祚
」
の
七

字
が
正
し
い
と
し
て
、
解
釈
を
し
て
い
る
。
運
敞
が
検
分
し
た
古
本
の
現
在
の
模
本
が
何
か
は
所
蔵
の
個
所
等
具
体
的
な
記
述
が
な
い
の
で

判
ら
な
い
が
、『
跋
尾
』
の
見
せ
消
し
の
「
國
」
と
同
じ
個
所
に
「
國
」
字
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
、『
跋
尾
』
と
同
系
統
の
模
本
の

可
能
性
が
高
い
と
思
う
。

㈢
『
真
別
聞
書
』

　
　

上
都
等
編
者
検
二
見
ニ
高
野
ノ
古
本
ヲ一

上
ノ
因
茲
宣
ノ
下
ニ
天
長
四
年
参
月
壹
日
書
也
ト
云
テ
此
是
十
喩
等
ノ
文
ア
リ
。
又
莫
忘
ノ
下
ニ
矣
上

都
□
神
護
国
祚
眞
言
寺
沙
門
少
僧
都
遍
照
金
剛
ト
ア
リ
。
上
都
ハ
天
帝
ノ
所
居
也
。
□
ノ
字
按
ニ
■
二
方
角
ニ一

字
字
ナ
ラ
ン
。
正
本
三
国
筆

海
ニ
ハ
□
之
字
ヲ
作
レ
固
ニ
。
…
□
は
く
に
か
ま
え
の
中
の
字
が
判
読
不
能
。
■
判
読
不
能
。
三
国
筆
海
は
ど
の
よ
う
な
写
本
か
不
明
。

　

高
野
古
本
の
記
述
を
記
載
し
て
、
日
付
と
記
名
を
記
載
し
て
い
る
。
日
付
は
詩
編
の
後
に
有
っ
て
、
最
後
に
記
名
部
分
を
記
載
し
て
い
る
。

記
名
部
分
で
は
「
上
都
」
と
「
神
護
」
と
の
間
に
あ
る
国
構
え
の
判
読
不
能
の
字
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
の
説
明
で
は
筆
者
に
は

理
解
で
き
な
い
。
し
か
し
、「
上
都
冀
神
護
国
祚
」
は
記
載
さ
れ
ず
、
解
釈
も
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
高
野
古
本
の
日
付
と
記
名
を
採
用
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
高
野
古
本
が
ど
ん
な
写
本
で
あ
る
か
は
こ
の
記
述
で
は
判
ら
な
い
が
、
や
は
り
、『
跋
尾
』
と
同
じ
個
所
に
国

構
え
の
判
読
不
能
の
字
が
あ
る
の
で
、『
跋
尾
』
と
同
系
統
の
写
本
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

㈣
『
私
記
』

　
　

上
都
等
ト
ハ
以
二
本
文
ヲ一

直
ニ
解
セ
ハ

レ

之
、
祈
二
天
子
ノ
寶
祚
ヲ一

句
也
。御
筆
ノ
本
ニ
ハ
莫
忘
矣　

上
都
神
護
国
祚
眞
言
寺
沙
門
少
僧
都
遍
照
金
剛
文
。

　
「
上
都
冀
神
護
国
祚
」
に
つ
い
て
解
釈
し
、
付
記
し
て
御
筆
本
の
記
名
を
記
載
し
て
い
る
。
日
付
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。

　

古
来
の
注
釈
書
で
記
名
と
日
付
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
は
以
上
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
注
釈
書
は
『
真
別
聞
書
』
を
別
と
し
て
、「
上
都

冀
神
護
国
祚
」
を
主
文
と
し
て
注
釈
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
具
体
的
ど
の
よ
う
な
写
本
か
不
明
で
あ
る
が
、
記
名
と
か
日
付
と
か

が
記
述
さ
れ
た
「
異
本
」「
模
本
」「
高
野
古
本
」「
御
筆
本
」
等
を
付
記
し
て
い
る
。

　

近
来
で
は
、『
性
靈
集
講
義
』
は
、「
上
都
冀
神
護
国
祚
」
を
採
用
し
て
い
る
。
坂
田
師
は
『
便
蒙
』
を
参
照
し
て
、「
上
都
」
を
都
に
住
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ん
で
い
る
人
々
の
意
味
に
取
り
「
上
都
の
人
々
は
云
う
に
及
ば
ず
一
切
の
人
々
よ
、
我
が
此
の
意
を
体
し
て
神
明
佛
陀
の
加
護
を
願
っ
て
國

王
の
寶
祚
彌
榮
え
奉
ら
ん
こ
と
を
冀
ふ
べ
し
」
と
意
訳
し
て
い
る
。「
字
訓
」
に
「『
便
蒙
』
に
依
れ
ば
、
上
都
以
下
古
本
に
は
「
上
都
神
護

国
祚
眞
言
寺
の
沙
門
少
僧
都
遍
照
金
剛
。
天
長
四
年
参
月
壹
日
書
す
」
と
あ
り
と
云
へ
り
。」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の

師
の
見
解
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

岩
波
版
『
三
教
指
歸
・
性
靈
集
』（『
日
本
古
典
文
學
大
系
』
七
十
一
）
は
詩
編
の
後
に
「
天
長
肆
年
参
月
壹
日
」
と
日
付
が
記
載
さ
れ
、

跋
文
の
文
尾
は
「
上
に
は
都す

べ
て
神じ

ん

護ご

の
國こ

く

祚そ

を
冀

こ
ひ
ね
がは
ん
」
と
訓
ん
で
い
る
。
こ
の
読
み
は
『
緘
石
鈔
』
と
同
じ
で
あ
る
。
最
後
に
「
眞
言

寺
沙
門
少
僧
都
遍
照
金
剛
」
と
記
名
を
記
載
し
て
、
注
に
「
以
下
十
二
字
は
御
筆
本
に
よ
る
加
筆
」
と
し
て
い
る
。

　

以
上
、
古
来
・
近
来
の
諸
本
の
記
名
と
日
付
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
た
主
た
る
写
本
に
は
何
故
か
記
名
と
日
付
が

欠
如
し
、
代
わ
り
に
「
上
都
冀
神
護
国
祚
」
が
記
載
さ
れ
た
た
め
に
上
記
の
よ
う
な
解
釈
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
何
時

何
処
で
そ
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
し
か
し
、
記
名
と
日
付
が
現
存
の
『
跋
尾
』
を
含
め
古
来
の
注

釈
書
に
注
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
脈
々
と
伝
存
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
空
海
の
主
要
作
品
の
「
恵
果
和
尚
碑
」

「
沙
門
勝
道
上
補
陀
洛
山
碑
」「
大
和
州
益
田
池
碑
」「
勅
賜
屏
風
書
了
卽
獻
表
幷
詩
」「
綜
藝
種
智
院
式
幷
序
」
な
ど
、
記
述
さ
れ
る
位
置
は

異
な
っ
て
い
て
も
、
記
名
と
日
付
は
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
を
勘
案
し
、
筆
者
は
記
名
と
日
付
は
こ
の
作
品
の
当
初
か
ら
記
述
さ

れ
て
い
た
と
考
え
る
。
即
ち
『
定
本
』
記
載
の
通
り
で
あ
る
。
唯
、
日
付
の
位
置
は
、
中
田
勇
次
郎
「
十
喩
詩
跋
尾
」
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

八
十
一
が
、
跋
文
の
後
に
記
載
さ
れ
て
い
た
の
か
、
跋
文
の
前
、
詩
編
が
終
わ
っ
た
後
に
記
載
さ
れ
て
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

先
に
見
て
き
た
と
お
り
、
諸
本
に
は
両
説
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
確
証
の
無
い
現
在
、
筆
者
に
判
断
が
つ
か
な
い
が
、
本
論
は
記
名
と
日
付

の
位
置
に
つ
い
て
は
『
定
本
』
に
従
っ
て
記
載
し
て
い
る
。
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お
わ
り
に

　

記
名
・
日
付
の
検
討
の
為
に
、
そ
の
根
拠
で
あ
る
『
跋
尾
』
の
影
印
を
、
筆
者
が
初
め
て
見
た
時
、
驚
き
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
草
書
と

雑
書
体
の
墨
書
で
あ
る
が
、
一
行
に
二
字
か
ら
三
字
が
大
き
く
揮
毫
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
作
品
は
書
状
と
し
て
作
成
さ
れ
、
巻
物
に

執
筆
し
て
贈
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
廣
智
禅
師
か
ら
そ
の
書
状
は
戻
っ
て
こ
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
空
海
が
執
筆
し
た
時
に
、
眞
濟
か

他
の
誰
か
が
写
し
て
、
そ
れ
が
伝
存
さ
れ
て
き
た
と
思
う
。
普
通
、
書
状
で
は
僅
か
な
字
数
を
大
き
く
こ
の
よ
う
に
書
く
事
は
ま
ず
な
い
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
『
跋
尾
』
を
見
て
奇
異
の
念
に
打
た
れ
た
の
で
あ
る
。
書
状
で
は
な
く
「
益
田
池
碑
銘
」
八
十
二
や
現
存
し
な
い
が
空
海

が
嵯
峨
帝
に
献
上
し
た
「
屏
風
書
」
八
十
三
の
よ
う
な
墨
書
で
あ
れ
ば
判
る
。
た
だ
、
こ
の
十
喩
詩
は
分
量
が
多
す
ぎ
て
、
全
て
書
の
作
品
と

し
て
揮
毫
し
た
の
か
ど
う
か
筆
者
に
は
疑
問
が
残
る
。『
跋
尾
』が
何
故
制
作
さ
れ
伝
存
さ
れ
て
き
た
の
か
、筆
者
に
は
何
と
も
判
り
か
ね
る
。

参
考
史
料
と
し
て
真
蹟
と
さ
れ
る
影
印
の
コ
ピ
ー
を
添
付
す
る
。

　

空
海
は
廣
智
禅
師
が
天
台
教
学
―
法
華
一
乗
を
信
奉
し
て
い
る
こ
と
を
十
分
に
存
知
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
何
故
に
こ
の
十
喩
詩
を

贈
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
空
海
は
、
先
の
武
内
論
文
に
よ
れ
ば
、
弘
仁
六
年
三
月
二
六
日
付
け
の
書
簡
八
十
四
で
廣
智
禅
師
に
密
教
経
典
の
書

写
を
依
頼
し
、
廣
智
禅
師
も
そ
の
要
請
に
応
え
て
、
兄
弟
弟
子
の
教
興
に
写
経
を
依
頼
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
に
『
大
日
經
』『
大

日
經
疏
』
も
書
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
廣
智
禅
師
は
早
く
か
ら
こ
れ
ら
の
経
典
を
存
知
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
そ
の
後
、
廣
智
は
最

澄
の
東
国
布
教
に
協
力
し
、
天
台
宗
の
強
力
な
推
進
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
如
く
、
元
々
、
最
澄
か
ら
三
部
三
昧
耶
の
印

信
を
受
け
て
い
る
の
で
密
教
と
早
く
か
ら
親
し
ん
で
い
た
事
が
判
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
空
海
の
真
言
密
教
の
理
解
者
に
相
応
し
い
人
物
で

あ
ろ
う
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
佐
伯
師
は
「
真
言
修
行
の
要
諦
を
詩
に
託
し
た[

十
喩
を
詠
ず
る
詩]

を
空
海
が
広
智
に
贈
っ
た
の
は
、
空
海
が
最

澄
没
後
の
空
隙
を
ね
ら
っ
て
、
広
智
の
も
と
で
東
国
の
地
に
ひ
ろ
ま
っ
て
い
た
天
台
の
教
学
に
楔
を
打
ち
込
も
う
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。」

と
記
述
さ
れ
て
い
る
八
十
五
。
し
か
し
、
そ
こ
ま
で
露
骨
な
意
図
を
空
海
が
抱
い
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
東
国
に
は
有
力
な
弟
子
も
い

な
い
中
で
、
空
海
が
正
し
い
と
信
じ
て
い
る
真
言
密
教
を
宣
布
し
た
い
と
の
願
い
を
込
め
て
、
最
有
力
者
で
真
言
密
教
の
理
解
者
と
思
わ
れ

る
廣
智
に
対
し
て
、
十
喩
詩
を
贈
呈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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一	

『
大
日
經
』「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
」
に
（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
十
八
巻
・
№
八
四
八
・
三
頁
下
段
）「
深
修
觀
察
十
緣
生
句
。
當
於
真
言
行
通
達
作
證
。

云
何
為
十
。
謂
如
幻
。
陽
焰
。
夢
。
影
。
乾
闥
婆
城
。
響
。
水
月
。
浮
泡
。
虛
空
華
。
旋
火
輪
。」
と
あ
る
。

二	

金
剛
界
曼
荼
羅
の
百
八
尊
は
五
仏
・
四
波
羅
蜜
・
十
六
大
菩
薩
・
十
二
供
養
・
賢
劫
十
六
尊
・
外
金
剛
部
二
十
天
・
五
頂
輪
王
・
十
六
執
金
剛
・
十
波
羅
蜜
・

地
水
火
風
の
四
天
を
加
え
た
も
の
。

三	

百
八
煩
悩
は
『
大
智
度
論
』
七
巻
に
「
煩
悩
名
一
切
結
使
、
結
有
九
結
使
有
七
、
合
爲
九
十
八
結
。
如
迦
旃
延
子
阿
毘
曇
義
中
説
。
十
纏
九
十
八
結
爲
百
八

煩
悩
。」『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
二
十
五
巻
一
一
〇
頁
中
段
）
と
あ
る
。

四	

『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
經
』
巻
第
一
「
序
品
第
一
」
に
「
解
了
諸
法
、
如
幻
、
如
焰
、
如
水
中
月
、
如
虛
空
、
如
響
、
如
揵
闥
婆
城
、
如
夢
、
如
影
、
如
鏡
中
像
、

如
化
，
得
無
閡
無
所
畏
」
と
あ
る
。『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
八
巻
・
№
〇
二
二
三
・
二
一
七
頁
上
段
。

五	

『
大
智
度
論
』
第
六
巻
「
初
品
・
十
喩
釋
論
第
十
一
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
二
十
五
巻
・
№
一
五
〇
九
・
一
〇
一
頁
下
段
以
下
。

六	

梁
・
武
帝
「
十
喩
詩
」
と
簡
文
帝
「
十
空
詩
」
は
『
藝
文
類
聚
』
第
七
十
六
巻
「
内
典
部
上
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
武
帝
「
十
喩
詩
」
は
『
先
秦

詩
』「
梁
詩
」
巻
一
に
、
簡
文
帝
「
十
空
詩
」
は
『
先
秦
詩
』「
梁
詩
」
巻
二
十
一
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
梁
・
武
帝
（
四
六
四
～
五
四
九
）
姓
名
は
蕭
衍
。

南
蘭
陵
（
山
東
省
）
の
人
。
字
は
叔
達
。
六
朝
・
梁
を
建
国
。
簡
文
帝
（
五
〇
三
～
五
五
一
）
姓
名
は
蕭
綱
。
字
は
世
纉
。
六
朝
・
梁
の
第
二
代
皇
帝
。
武

帝
の
第
三
子
。
参
考
の
為
に
、
そ
の
題
辞
を
記
載
順
に
挙
げ
る
。
武
帝
の
「
十
喩
詩
」
は
「
幻
詩
」「
如
炎
詩
」「
靈
空
詩
」「
乾
闥
婆
詩
」「
夢
詩
」
の
五
首
。

簡
文
帝
の
「
十
空
詩
」
は
「
如
幻
詩
」「
水
月
詩
」「
如
響
詩
」「
如
夢
詩
」「
如
影
詩
」「
鏡
象
詩
」
の
六
首
で
あ
る
。

七	

筆
者
が
確
認
で
き
た
限
り
で
は
次
の
よ
う
な
注
釈
書
が
あ
る
。

①	

『
性
靈
集
略
注
』（
ま
た
は『
性
靈
集
私
注
』）	

覺
蓮
坊
聖
範
口
述
眞
辧
筆
記
。
十
巻
二
帖
。
貞
應
二
年（
一
二
二
三
）成
立
。
原
本
は
筆
者
未
見
。
佐
藤
道
生『
慶

應
義
塾
圖
書
館
藏
『
性
靈
集
略
注
』（
翻
印
）』（『
和
漢
比
較
文
學
の
周
辺
』
平
成
六
年
八
月
刊
・
汲
古
書
院
）
に
依
拠
。
―
本
論
で
は
『
略
注
』
と
表
記
す
る
。

②	

『
性
靈
集
注
』
見
蓮
房
明
玄
序
題
・
十
巻
。
正
應
三
年
（
一
二
九
〇
）
成
立
。
原
本
は
筆
者
未
見
。『
眞
福
寺
『
性
靈
集
注
』（
翻
刻
）』（『
真
福
寺
善
本
叢
刊
』

二
期
・
第
十
二
巻
。
平
成
十
九
年
二
月
刊
・
臨
川
書
店
。）
に
依
拠
。
闕
の
巻
三
は
大
谷
大
学
博
物
館
蔵
で
補
っ
て
い
る
。
山
崎
誠
氏
の
「
解
題
」
に
よ
れ
ば
、

『
略
注
』
に
対
し
、「
広
注
」
と
言
う
べ
き
「
聖
範
集
注
」
と
言
え
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
実
見
し
た
同
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
『
性

靈
集
注
』
現
在
七
冊
（
十
巻
中
七
巻
～
九
巻
闕
）
東
寺
・
観
智
院
本
が
あ
る
。
―
本
論
で
は
『
集
注
』
と
表
記
す
る
。

③	

『
性
靈
集
聞
書
』
撰
者
不
詳
・
十
冊　

東
寺
・
観
智
院
本
を
底
本
と
す
る
。
実
見
し
た
が
、
奥
書
に
筆
写
年
月
の
記
載
無
く
、
写
本
は
安
土
桃
山
時
代
と
さ
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れ
て
い
る
。
同
系
統
と
思
わ
れ
る
テ
キ
ス
ト
に
金
剛
三
昧
院
藏
『
聞
書
』
十
冊
が
あ
る
。
撰
述
は
正
平
十
六
年
（
一
三
一
六
）
聞
畢
と
し
て
い
る
。
又
持
明

院
蔵
『
性
靈
集
聞
書
』
は
四
冊
本
で
『
性
靈
集
』
の
巻
七
ま
で
の
注
釈
が
合
冊
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
『
性
靈
集
聞
書
』
は
誤
記
や
欠
落
な
ど
の
細
部
の

違
い
を
除
い
て
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
―
本
論
で
は
『
聞
書
』
と
表
記
す
る
。

④	

『
性
靈
集
緘
石
鈔
』杲
寶（
一
三
〇
六
～
一
三
六
一
）撰
。六
巻
本
・
十
巻
本
の
二
種
が
伝
存
す
る
。現
在
ま
で
未
刊
。写
本
は
二
種
と
も
、種
智
院
大
學
図
書
館
藏
。

奥
書
に
よ
れ
ば
、
十
巻
本
は
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
十
月
、
高
野
二
階
堂
高
祖
院
秀
盛
に
よ
っ
て
写
さ
れ
る
。
六
巻
本
は
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
十
月

～
四
年（
一
六
八
七
）四
月
の
間
に
、金
剛
峯
寺
櫻
池
院
春
清
房
雄
仟
に
よ
っ
て
写
さ
れ
る
。
十
巻
本
を
底
本
と
す
る
。
―
本
論
で
は『
緘
石
鈔
』と
表
記
す
る
。

⑤	

『
性
靈
集
鈔
』
實
翁
（
生
没
年
不
詳
）
撰
。
十
巻
。
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
撰
述
。
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
刊
行
。
本
論
で
は
『
集
鈔
』
と
表
記
す
る
。

⑥	

『
性
靈
集
便
蒙
』
運
敞
（
一
六
一
四
～
一
六
九
三
）
撰
。
十
巻
。
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
撰
述
。（『
真
言
宗
全
書
』
第
四
十
二
巻
に
所
収
。
一
九
三
四
年

刊
真
言
宗
全
書
刊
行
會
）
―
本
論
で
は
『
便
蒙
』
と
表
記
す
る
。

⑦	

『
性
靈
集
聞
書
』
選
者
不
詳
・
六
冊
。
綴
葉
装
。
第
一
冊
・
序
。
第
二
冊
・
巻
一
巻
二
。
第
三
冊
・
巻
三
巻
四
。
第
四
冊
・
巻
五
巻
六
。
第
五
冊
・
巻
七
巻
八
。

第
六
冊
・
巻
九
巻
十
。
高
野
山
真
別
処
円
通
律
寺
蔵
。
現
物
は
高
野
山
大
学
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
あ
る
。
―
本
論
で
は
『
真

別
聞
書
』
と
表
記
す
る
。
③
の
『
性
靈
集
聞
書
』
と
全
く
異
な
る
内
容
で
あ
る
。
新
義
真
言
の
持
明
院
眞
譽
（
一
〇
六
九
～
一
一
三
七
）
か
ら
の
口
伝
を
基

本
に
、
最
後
は
隆
光
（
一
六
五
九
～
一
七
二
四
）
談
を
付
加
し
て
江
戸
中
期
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
『
便
蒙
』
を
隨
所
に
引
き
論
評
し
て
い
る
。

⑧	

『
性
霊
集
私
記
』
撰
者
不
詳
。
二
巻
本
。（『
真
言
宗
全
書
』
第
四
十
一
巻
所
収
。）『
便
蒙
』
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
恐
ら
く
文
政
頃
（
一
八
一
八
）
に
制
作

さ
れ
た
と
同
全
書
附
巻
の
解
題
（
担
当
小
田
慈
舟
氏
）
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
―
本
論
で
は
『
私
記
』
と
表
記
す
る
。

八	

坂
田
光
全
『
性
靈
集
講
義
』
高
野
山
出
版
社
。
昭
和
十
七
年
三
月
五
日
・
第
一
版
発
行
。

九	

『
大
宋
重
修
廣
韻
』
陳
彭
年
増
補
編
纂
。
五
巻
。
大
中
祥
符
元
年
（
一
〇
〇
八
）
成
立
。（
四
部
叢
刊
初
編
・
經
部
）	

十	
	

『
大
日
経
疏
』
卷
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
二
頁
。

十
一	

『
大
日
經
』
巻
第
一
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
」『
國
譯
一
切
經
』「
印
度
撰
述
部
・
密
教
部
一
」
一
〇
頁
。

十
二	

『
便
蒙
』
に
「
佛
問
玉
ハ
ク

二　

徳
女
ニ一

、
譬
ヘ
ハ
如
ハ三

幻
師
ノ
幻
二
作
ス
ル
カ
種
々
ノ
事
ヲ一

。
於
テ二

汝
カ
意
ニ一

云
何
。
是
レ
幻
ノ
所
作
内
ニ
有
リ
ヤ
不
ヤ
。
答
テ
言
サ
ク
、
不
也
。
又
問
玉
ワ

ク
、
外
ニ

有
リ
ヤ

不
ヤ
、
内
外
ニ

有
リ
ヤ

不
ヤ
。
皆
答
エ
テ

言
サ
ク
、
不
也
。
佛
ノ

言
ク
、
無
明
モ

亦
如
レ

是
、
雖
下

非
ス二

内
有
ニ一

乃
至
無
ト中

生
滅
者
上
。
而
モ

無
明
ノ

因
縁
諸
行

生
ス
。
若
シ

無
明
盡
レ
ハ

行
モ

亦
盡
ク
。
乃
至
廣
説
」
と
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
一
文
は
『
大
日
經
疏
』
が
引
用
し
て
い
る
『
大
智
度
論
』
の
一
連
の
文
を
抜
粋

し
た
も
の
で
あ
る
。『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
二
頁
。

十
三	

『
大
智
度
論
』「
釋
摩
訶
衍
品
第
十
八
之
餘
」（
巻
第
四
十
七
）『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
二
十
五
巻
・
№
一
五
〇
九
・
四
〇
二
頁
上
段
。
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十
四	
『
華
厳
經
探
玄
記
』
が
正
式
名
。
法
蔵
撰
二
十
巻
。『
華
厳
經
』
六
十
巻
本
の
注
釈
書
。『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
三
十
五
巻
№
一
七
三
三
に
収
載
。

十
五	
『
辯
顯
密
二
教
論
』
巻
上
の
「
天
台
止
觀
第
三
巻
ニ
云
ク
此
ノ
三
諦
ノ
理
ハ
不
可
思
議
ナ
リ
…
」
以
下
に
記
述
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
本
句
に
最
も
関
係
す
る
部

分
を
抜
粋
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
不
レ
ハ

レ

識
ラ二

三
諦
ヲ一

、
大
悲
方
便
ヲ
モ
テ
而
爲
ニ
説
ク
ニ

二

有
門
空
門
空
有
門
非
空
非
有
門
ヲ一

、
是
ノ
諸
ノ
凡
夫
ハ
終
ニ
不
レ
能
ハレ

見

コ
ト

二

常
樂
我
浄
ノ
真
實
之
相
ヲ一

。」『
定
本
』
第
三
巻
・
八
十
四
～
八
十
五
頁
。

十
六	

『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
六
頁
。

十
七	

『
高
唐
賦
』『
洛
神
賦
』
は
『
文
選
』
巻
十
九
に
所
載
。
引
用
箇
所
は
『
高
唐
賦
』
は
「
妾
在
二

巫
山
之
陽
、
高
丘
之
阻
一
。
旦
爲
二

朝
雲
一
、
暮
爲
二

行
雨
一
」

と
あ
り
、『
洛
神
賦
』
は
「
飄
颻
兮
、
若
二
流
風
之
廻
一
レ
雪
。」
と
あ
る
。

十
八	

「
阿
字
本
宮
」
は
「
大
日
經
開
題
（
隆
崇
頂
不
見
）」『
定
本
』
第
四
巻
・
五
〇
頁
。「
阿
字
之
閣
」
は
「
天
長
皇
帝
爲
故
中
務
卿
親
王
捨
田
及
道
場
支
具
入
橘

寺
願
文
」『
定
本
』
第
八
巻
・
九
五
頁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

十
九	

『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
二
頁
。

二
十	

『
大
日
經
疏
』
巻
第
二
末
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
七
五
頁
。

二
十
一	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
二
頁
。

二
十
二	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
三
頁
。

二
十
三	「
希
夷
」
の
典
故
。「
視
之
不
見
、
名
曰
夷
。
聽
之
不
聞
、
名
曰
希
。
搏
之
不
得
、
名
曰
微
。
此
三
者
不
可
致
詰
。
故
混
而
爲
一
。（
之
を
視
れ
ど
も
見
え
ず
、

名
づ
け
て
夷
と
曰
ふ
。
之
を
聽
け
ど
も
聞
え
ず
、
名
づ
け
て
希
と
曰
ふ
。
之
を
搏
へ
ん
と
す
れ
ど
も
得
ず
、
名
づ
け
て
微
と
曰
ふ
。
此
の
三
者
は
致
詰
す
可

か
ら
ず
。
故
よ
り
混
じ
て
一
と
爲
す
。）」

二
十
四	『
大
日
經
疏
』
巻
第
四
「
入
曼
荼
羅
具
縁
真
言
品
第
二
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
一
三
九
頁
。

二
十
五	『
大
日
經
疏
』
巻
第
六
「
入
曼
荼
羅
具
縁
品
第
二
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
二
〇
三
頁
。「
行
者
は
十
緣
生
句
を
觀
察
し
て
、
一
切
の
妄
相
戲

論
を
淨
除
し
て
、
空
寂
と
相
應
す
。
…
然
れ
ど
も
尚
ほ
空
病
未
だ
空
ぜ
ざ
る
を
以
て
の
故
に
、
未
だ
大
空
と
名
く
る
こ
と
を
得
ず
。
道
場
に
坐
し
て
自
ら
心

性
を
證
す
る
時
に
及
び
て
、
即
ち
是
の
如
く
等
の
加
持
の
境
界
は
、
皆
是
れ
心
の
實
際
な
り
と
知
る
。
爾
の
時
心
は
相
に
住
せ
ず
、
亦
空
に
依
ら
ず
し
て
、

空
と
不
空
と
は
、
畢
竟
無
相
に
し
て
、
而
も
一
切
の
相
を
具
す
と
照
見
す
、
故
に
大
空
三
昧
と
名
く
。」
と
あ
る
。

二
十
六	『
大
日
經
』
巻
第
一
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
」
に
「
夢
の
中
に
見
る
所
の
晝
日
と
牟
呼
栗
多
と
、
刹
那
と
、
歳
時
等
に
住
し
、
種
種
の
異
類
あ
っ
て
、
諸

の
苦
楽
を
受
く
る
も
、
覺
め
已
れ
ば
都
て
所
見
無
き
が
如
し
。
是
の
如
く
夢
の
真
言
行
も
應
に
知
る
べ
し
亦
爾
な
り
。」
と
あ
る
。『
國
譯
一
切
經
』「
印
度

撰
述
部
・
密
教
部
一
」
一
〇
頁
。　
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二
十
七	『
大
日
經
』
巻
第
一
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
」『
國
譯
一
切
經
』「
印
度
撰
述
部
・
密
教
部
一
」
一
〇
頁
。

二
十
八	
一
例
を
挙
げ
る
と
、『
大
日
經
疏
』
卷
第
七
「
入
漫
荼
羅
具
緣
品
第
二
之
餘
」
に
「
從
三
有
中
出
至
薩
婆
若
。
五
百
由
旬
無
非
實
處
者
」（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』

第
三
十
九
巻
・
№
一
七
九
六
・
六
五
五
頁
上
段
）
と
あ
る
。
薩
婆
若
は
一
切
智
、
一
切
智
者
、
仏
。

二
十
九	『
周
易
』
に
は
「
剛
柔
」
の
用
例
が
多
く
、「
陽
陰
」「
昼
夜
」「
男
女
」
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
。「
陽
陰
」
に
擬
し
た
用
例
は
「
繋
辭
上
傳
・
第
二
章
」
の
「
剛

柔
相
推
而
生
變
化
」
と
「
繋
辭
下
傳
・
第
一
章
」
の
「
剛
柔
相
推
、
變
在
其
中
矣
」
に
あ
る
。

三
十	

『
大
日
經
』
巻
第
一
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
」『
國
譯
一
切
經
』「
印
度
撰
述
部
・
密
教
部
一
」
九
頁
。

三
十
一	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
一
頁
。

三
十
二	

八
病
の
上
尾
の
病
の
事
で
あ
る
。
特
に
こ
の
詩
で
は
多
く
見
ら
れ
た
の
で
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
他
の
詩
で
は
上
尾
の
病
を
殆
ど
犯
し
て
い
な
い
。

三
十
三	『
大
日
經
』
巻
第
一
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
」『
國
譯
一
切
經
』「
印
度
撰
述
部
・
密
教
部
一
」
一
〇
頁
。

三
十
四	『
便
蒙
』
は
「
長
者
圓
鏡
ハ

首
楞
嚴
經
ニ

曰
、
汝
豈
不
ヤレ

聞
、
室
羅
城
中
ノ

演
若
達
多
、
忽
ニ

於
テ二

晨
朝
ニ一

以
レ

鏡
ヲ

照
乄レ

面
ヲ
、
愛
ス二

鏡
中
ノ

頭
ノ

眉
目
ノ

可
ヲ　一レ

見
ツ
、
瞋

三

責
乄

己
カ

頭
ノ

不
事
ヲ

レ

見
二

面
目
ヲ一

、
以
為
乄二

魑
魅
ナ
リ
ト

一　

無
キ
ユ
エ

レ　

狀
狂
走
ス
。
於
テレ

意
云
何
ン
、
富
樓
那
言
ク
、
是
ノ

人
心
狂
ス

…
以
下
略
」
と
記
述
し
て
い
る
。『
大
正

新
脩
大
藏
經
』
第
一
九
巻
・
№
九
四
五
・
一
二
一
頁
中
段
。

三
十
五	『
西
京
雑
記
』
は
後
漢
・
劉
歆
撰
、
晋
・
葛
洪
編
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
代
で
は
成
立
年
・
撰
者
共
に
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。
当
該
の
記
事
は
『
和
刻
本
漢

籍
随
筆
集
』
第
十
三
集
（
汲
古
書
院
・
昭
和
四
九
年
八
月
発
行
）
の
二
十
四
頁
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
十
六	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
四
～
九
五
頁
に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
長
文
で
煩
雑
な
為
、

こ
こ
で
は
一
部
の
み
記
載
す
る
。「
鏡
中
の
像
の
如
き
は
鏡
の
作
に
も
あ
ら
ず
、
面
の
作
に
も
あ
ら
ず
、
鏡
を
執
る
も
の
の
作
に
も
あ
ら
ず
、
…
諸
法
は
因

縁
に
属
す
る
が
故
に
自
作
に
あ
ら
ず
。
も
し
自
が
無
な
ら
ば
、
他
も
亦
無
な
る
が
故
に
、
他
作
に
あ
ら
ず
、
…
亦
共
作
に
あ
ら
ず
。
…
智
論
の
鏡
像
の
偈
に

云
わ
く
、
有
に
あ
ら
ず
亦
無
に
あ
ら
ず
、
亦
復
有
に
も
無
に
も
あ
ら
ず
。
…
」

三
十
七	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」
の
九
四
頁
に
「
如
来
の
三
密
の
浄
身
を
以
て
鏡
と
し
、
自
身
の
三
密
の
行
を
も
て
、
鏡
中
の
像
の

因
縁
と
し
、
悉
地
の
生
ず
る
こ
と
あ
る
は
猶
ほ
面
像
の
ご
と
し
」
及
び
同
九
〇
頁
に
「
行
者
瑜
伽
の
中
に
於
て
、
自
心
を
以
て
感
と
し
、
佛
心
を
應
と
し
て
、

感
應
の
因
縁
、
即
時
に
、
毘
盧
遮
那
所
憙
見
の
身
を
現
じ
、
所
宜
聞
の
法
を
説
き
玉
う
が
如
く
に
、
然
も
我
が
心
も
亦
畢
竟
浄
な
り
、
佛
心
も
亦
畢
竟
浄
な

り
」
と
あ
る
。

三
十
八	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
漫
荼
羅
具
緣
真
言
品
第
二
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
一
〇
四
頁
。

三
十
九	

最
近
知
っ
た
の
で
あ
る
が
、大
柴
清
圓
氏
の
平
成
十
一
年
度
の
修
士
論
文
「『
文
鏡
秘
府
論
』
に
基
づ
く
弘
法
大
師
の
著
作
研
究
─
音
韻
論
を
中
心
と
し
て
─
」
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の
付
録
に
お
い
て
、
既
に
「
心
神
」
と
「
心
佛
」、「
寥
寂
」
と
「
寂
寥
」、「
異
詳
」
と
「
異
况
」
に
つ
い
て
、
音
韻
面
か
ら
筆
者
と
同
じ
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
語
句
の
校
訂
に
つ
い
て
は
、
先
鞭
の
功
は
大
柴
氏
に
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

四
十	

岩
波
書
店
『
性
靈
集
』（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
七
一
）
の
巻
末
「
性
靈
集
校
異
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

四
十
一	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
と
第
九
の
文
章
は
『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
の
九
九
頁
と
二
八
四
頁
に
記
載
。

四
十
二	『
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
輯
五
百
五
十
五
頁
頭
注
に
「
摹
本
作
寂
寥
」
と
あ
る
。

四
十
三	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
四
頁
。

四
十
四	

毛
希
齢
『
古
今
通
韻
』
第
十
巻
去
聲
二
十
三
漾
部
に
「
古
韻
漾
敬
徑
證
四
韻
通
」（『
欽
定
四
庫
全
書
』
經
部
十
小
學
類
・
全
十
二
巻
）
と
あ
る
。
古
代
韻
で

は
漾
韻
敬
韻
が
通
用
し
て
い
た
。
史
料
が
な
く
判
然
と
し
な
い
が
唐
代
で
も
通
用
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
毛
希
齢
（
一
六
二
三
～
一
七
一
六
）
清
・
浙

江
肅
山
の
人
。
字
大
可
、
又
於
一
。

四
十
五	『
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
輯
五
百
五
十
五
頁
頭
注
に
「
摹
本
作
况
」
と
あ
る
。

四
十
六	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
五
頁
。

四
十
七	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
五
頁
。

四
十
八	

司
馬
相
如
「
上
林
賦
」（『
文
選
』
第
八
巻
）。「
東
西
南
北
、
馳
騖
往
来
す
」
の
郭
璞
注
に
「
言
更
相
錯
涉
也
（
こ
も
ご
も
み
だ
れ
わ
た
る
を
言
う
な
り
）」

と
あ
る
。
司
馬
相
如
（
前
一
七
九
～
前
一
一
七
）
前
漢
・
成
都
（
四
川
省
）
の
人
。
字
は
長
卿
。
郭
璞
（
二
七
六
～
三
二
四
）
晋
・
聞
喜
（
山
西
省
）
の
人
。

字
は
景
純
。

四
十
九	『
大
日
經
』
巻
第
一
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
」『
國
譯
一
切
經
』「
印
度
撰
述
部
・
密
教
部
一
」
一
〇
頁
。

五
十	

『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
六
頁
。

五
十
一	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
六
頁
。

五
十
二	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
六
頁
。

五
十
三	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
六
頁
。

五
十
四	『
大
日
經
』
巻
第
一
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
」『
國
譯
一
切
經
』「
印
度
撰
述
部
・
密
教
部
一
」
一
〇
頁
。

五
十
五	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
六
頁
。

五
十
六	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
六
～
九
七
頁
。
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五
十
七	『
大
日
經
』
巻
第
一
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
」『
國
譯
一
切
經
』「
印
度
撰
述
部
・
密
教
部
一
」
一
〇
頁
。

五
十
八	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
七
頁
。

五
十
九	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
七
頁
。

六
十	

『
大
日
經
』
巻
第
一
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
」『
國
譯
一
切
經
』「
印
度
撰
述
部
・
密
教
部
一
」
一
〇
頁
。

六
十
一	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
八
頁
。

六
十
二	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
八
頁
。

六
十
三	『
大
日
經
』
巻
第
一
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
」『
國
譯
一
切
經
』「
印
度
撰
述
部
・
密
教
部
一
」
一
〇
頁
。

六
十
四	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
八
頁
。

六
十
五	『
大
日
經
疏
』
巻
第
七
「
入
曼
荼
羅
具
縁
品
第
二
之
餘
・
三
十
七
字
門
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
二
二
一
頁
。「
阿
字
は
是
れ
一
切
法
教
の
本
な
り
。

凡
そ
最
初
に
口
を
開
く
音
に
み
な
阿
の
聲
あ
り
、
若
し
阿
の
聲
を
離
る
れ
ば
、
則
ち
一
切
の
言
説
な
し
、
故
に
衆
聲
の
母
と
す
。
…
故
に
悉
曇
の
阿
字
を
衆

字
の
母
と
す
。
當
に
知
る
べ
し
、
阿
字
門
真
実
の
義
も
、
亦
復
是
の
如
し
、
一
切
法
義
の
中
に
遍
せ
り
と
。」
と
あ
る
。

六
十
六	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
真
言
門
住
心
品
第
一
之
餘
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
九
八
頁
。

六
十
七	『
大
日
經
疏
』
巻
第
三
「
入
曼
荼
羅
具
縁
真
言
品
第
二
・
阿
闍
梨
」『
國
譯
一
切
經
』「
經
疏
部
十
四
」
一
一
四
頁
。

六
十
八	

詳
し
く
明
示
は
し
て
い
な
い
が
、
文
選
巻
十
六
に
陸
機
「
歎
逝
賦
并
序
」
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
章
句
「
覽
前
物
而
懷
之
」
を
引
い
て
い
る
。
意

味
は
遺
品
を
見
て
故
人
を
懐
か
し
く
思
う
事
で
あ
る
。
陸
機
（
二
六
一
～
三
〇
三
）
六
朝
晋
・
呉
郡
の
人
。
字
は
士
衡
。

六
十
九	『
先
秦
漢
魏
晉
六
朝
詩
』
逯
欽
立
輯
校
。
百
三
十
五
巻
。
一
九
六
四
年
成
立
。「
中
華
書
局
出
版
・
三
冊
・
一
九
八
三
年
刊
」

七
十	

『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』
趙
超
編
纂
。
天
津
古
籍
出
版
社
・
二
〇
〇
八
年
七
月
刊
。

七
十
一	『
全
唐
詩
』
彭
定
求
ら
の
奉
勅
撰
。
九
百
巻
。
清
・
康
熙
四
十
二
年
（
一
七
〇
三
）
成
立
。
中
華
書
局
出
版
・
二
十
五
冊
・
一
九
六
〇
年
四
月
刊
。

七
十
二	『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』「
晉
詩
」
六
四
五
頁
。
石
崇
（
二
四
九
～
三
〇
〇
）
六
朝
晋
・
青
州
の
人
。
字
は
季
倫
。

七
十
三	『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』「
晉
詩
」
七
四
三
頁
。
張
載
（
生
没
年
不
詳
）
六
朝
晋
・
河
北
安
平
の
人
。
字
は
孟
陽
。

七
十
四	『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』「
宋
詩
」
一
一
九
一
頁
。
謝
惠
連
（
四
〇
七
～
四
三
三
）
六
朝
宋
・
陳
郡
陽
夏
の
人
。

七
十
五	『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』「
北
齊
詩
」
二
二
七
四
頁
。
高
延
宗
（
五
四
四
～
五
七
七
）
北
朝
北
齊
。
文
襄
帝
高
澄
第
五
子
。
安
徳
王
。

七
十
六	『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』
二
〇
五
頁
。

七
十
七	『
全
唐
詩
』
巻
二
一
二
。
二
二
〇
七
頁
。
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七
十
八	
班
固
「
西
都
賦
」
は
『
文
選
』
巻
一
に
収
載
。
班
固
（
三
二
～
九
八
）　

後
漢
・
陝
西
省
安
陵
の
人
。
字
は
孟
堅
。

七
十
九	『
類
聚
三
代
格
』「
年
分
度
者
事
」
の
天
長
元
年
九
月
廿
七
日
付
太
政
官
符
「
應
以
高
雄
寺
爲
定
額
幷
定
得
度
經
業
等
事
」
の
記
述
の
中
に
「
…
伏
望
相
替
高

雄
寺
、
以
爲
定
額
、
名
曰
神
護
國
祚
眞
言
寺
。
…
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

八
十	

『
僧
綱
補
任
』
天
長
元
年
「
小
僧
都
空
海　

三
月
廿
六
日
任
、
真
言
宗
、
東
寺
。
…
」
と
あ
る
。
次
に
『
僧
綱
補
任
』
天
長
四
年
「
小
僧
都
空
海　

五
月
廿

八
日
任
大
僧
都
」
と
あ
る
。
従
っ
て
、
天
長
四
年
三
月
の
時
点
で
は
小
僧
都
で
あ
る
。

八
十
一	『
弘
法
大
師
真
蹟
集
成
』
解
説
・
一
六
九
頁
。

八
十
二	「
益
田
池
碑
銘
」
は
空
海
の
真
蹟
の
臨
模
本
が
高
野
山
・
釈
迦
文
院
に
伝
存
さ
れ
て
い
る
。
幅
二
十
九
・
一
糎
、
長
さ
十
一
米
の
絹
本
巻
子
。
筆
者
は
実
物
を

拝
見
し
て
い
な
い
が
、
影
印
本
を
見
る
と
、
草
書
を
主
体
に
篆
書
・
行
書
・
楷
書
が
混
じ
り
、
古
文
篆
・
雲
書
・
芝
英
書
・
蛇
書
・
懸
針
篆
・
垂
露
篆
・
龍

爪
書
な
ど
各
種
の
雜
体
書
が
随
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

八
十
三	

拙
書
『
漢
詩
を
通
じ
て
弘
法
大
師
空
海
の
生
涯
を
繙
く
』（
高
野
山
出
版
社
・
平
成
二
十
三
年
二
月
刊
）
の
第
二
編
第
四
章
「
勅
賜
屏
風
書
了
卽
獻
表
幷
詩
」

を
参
照
。「
屏
風
書
」
は
十
四
の
雜
体
書
等
を
使
っ
て
画
か
れ
た
芸
術
作
品
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

八
十
四	『
高
野
雑
筆
集
』
巻
上
所
収
（『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
七
巻
・
九
二
頁
）

八
十
五	

佐
伯
有
清
『
円
仁
』
二
八
頁
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
　
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
十
縁
生
句　
『
大
日
經
』　
『
大
日
經
疏
』　

廣
智
禅
師
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